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バリアフリー体験授業・車イス体験（10月21日・南外小学校）

相手を思う
気持ちが
笑顔をつくる



ボート競技・男子舵
だ

手
しゅ

付きペアで
「第42回全日本大学選手権」と
「2015全日本選手権」で優勝

佐藤修平 さん（西仙北・20歳）

今号の注目株
Wacthed stock of now issue

人
、
ま
た
は
数
人
の
選
手
が

ボ
ー
ト
に
乗
り
込
み
、
２
千

㍍
の
距
離
を
漕こ

ぎ
、
そ
の
早
さ
を
競

う
ボ
ー
ト
競
技
。漕そ

う

手し
ゅ

１
人
に
よ
る

「
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
」
や
漕
手
８
人
と

舵か
じ

を
取
る
舵だ

手し
ゅ

１
人
に
よ
る
「
エ
イ

ト
」な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
目
が
あ
る

中
、
漕
手
２
人
と
舵
手
１
人
に
よ
る

「
男
子
舵
手
付
き
ペ
ア
」
で
舵
手
と
し

て
出
場
し
、
第
42
回
全
日
本
大
学
選

手
権
と
２
０
１
５
全
日
本
選
手
権
で

二
冠
を
勝
ち
取
っ
た
の
が
、早
稲
田
大

学
２
年
生
の
佐
藤
修
平
さ
ん
で
す
。

　
ボ
ー
ト
競
技
を
始
め
た
の
は
高
校

１
年
生
の
と
き
。ボ
ー
ト
部
の
顧
問

に
引
き
抜
か
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で

ボ
ー
ト
競
技
に
打
ち
込
み
ま
す
。そ

の
後
、
か
ね
て
か
ら
希
望
し
て
い
た

早
稲
田
大
学
に
進
学
。大
学
で
は
ボ

ー
ト
競
技
か
ら
は
距
離
を
置
く
と
決

め
て
い
た
も
の
の
、入
学
後
、友
人
に

誘
わ
れ
て
観
戦
し
た
早
慶
レ
ガ
ッ
タ

（
早
稲
田
大
学
と
慶
応
大
学
に
よ
る
ボ
ー
ト

競
技
）に
心
動
か
さ
れ
、
早
稲
田
大
学

漕そ
う

艇て
い

部
に
入
部
し
ボ
ー
ト
競
技
の
世

界
へ
復
帰
し
ま
し
た
。

　
ボ
ー
ト
の
最
後
尾
に
前
向
き
に
乗

り
、舵
を
取
る
舵
手
。し
か
し
、そ
の
役

目
は
舵
を
取
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。試
合
の
流
れ
を
把
握
し
、
タ
イ
ミ

ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
漕
手
に
ス
パ
ー
ト

を
か
け
た
り
鼓
舞
し
た
り
、ボ
ー
ト
の

ブ
レ
ー
ン（
脳
）が
舵
手
の
役
割
で
す
。

　
今
回
、
優
勝
し
た
チ
ー
ム
の
漕
手

は
２
人
と
も
１
年
生
。「
漕
手
の
１

年
生
は
素
直
。ど
ん
な
に
追
い
込
ん

で
も
つ
い
て
く
る
」と
話
し
ま
す
。舵

手
と
し
て
、先
輩
と
し
て
、チ
ー
ム
を

引
っ
ぱ
り
信
頼
関
係
を
築
き
上
げ
、

全
日
本
大
学
選
手
権
と
全
日
本
選
手

権
に
挑
み
ま
し
た
。

　
ボ
ー
ト
競
技
は
、
２
千
㍍
の
コ
ー

ス
を
ス
タ
ー
ト
、中
盤
、ラ
ス
ト
に
分

け
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ジ
で
ど
の
よ

う
に
動
く
か
で
勝
負
が
決
ま
り
ま

す
。全
日
本
大
学
選
手
権
は
ス
タ
ー

ト
が
良
く
、
そ
の
ま
ま
理
想
的
な
レ

ー
ス
展
開
に
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。優
勝
と
い
う
大
き
な
経
験

を
経
て
臨
ん
だ
続
く
全
日
本
選
手

権
。ス
タ
ー
ト
に
つ
ま
ず
い
た
も
の

の
、そ
の
ま
ま
崩
れ
る
こ
と
な
く
、中

盤
の
長
い
距
離
を
粘
り
強
く
漕
ぎ
ま

す
。少
し
ず
つ
後
続
を
引
き
離
し
、そ

の
ま
ま
ラ
ス
ト
に
つ
な
げ
、
迫
る
後

続
の
チ
ー
ム
を
振
り
切
り
ト
ッ
プ
で

ゴ
ー
ル
。「
勝
っ
た
喜
び
よ
り
も
ま

ず
ほ
っ
と
し
た
」。冷
静
に
試
合
展
開

を
振
り
返
り
な
が
ら
も
、
結
果
を
残

せ
た
う
れ
し
さ
を
語
り
ま
す
。

　
「
漕
艇
部
入
部
の
き
っ
か
け
と
な

っ
た
早
慶
レ
ガ
ッ
タ
に
ク
ル
ー
と
し

て
参
加
し
、
勝
つ
こ
と
が
目
の
前
の

目
標
」。二
冠
と
い
う
結
果
に
お
ご
る

こ
と
な
く
、
次
の
目
標
に
向
か
っ
て

闘
志
を
燃
や
し
ま
す
。

１

さとうしゅうへい●平成７年生まれ。西仙北地域出身。西仙北
東中-秋田高-早稲田大学在学中。舵手として出場した第42回
全日本選手権と2015全日本選手権で優勝

profile_

［写真］第42回全日本選手権での佐藤さん（右）。タイムを計測したり、ペース配
分などのピッチを考えてクルーに指示したり、試合展開を考えます。
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読者プレゼン
ト
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「大曲ヒカリオ」誕生012

市の動き008

全県500歳野球大会014007 だいせんの「公共施設」のこれから

流を大切にしている店内は、いつも明るい笑顔と親しみ
やすい雰囲気に包まれています。
　ご飯類や菓子・野菜の加工品、工芸品なども数多く取
りそろえ、さまざまなイベントも企画しています。ぜひ、
お立ち寄りください。

　平成17年、道の駅協和と同時にオープンした「協和か
らまつ」の直売所。店内には、朝採りした新鮮野菜が並
んでいます。
　国道46号沿いということもあり、観光客はもちろん市
外からも新鮮野菜を求めて、早朝から多くのお客さんが
訪れます。漬物の漬け方や調理方法など、親切丁寧に応
えるのもお客さんにとって魅力の一つ。お客さんとの交

営業日時／午前９時～午後７時（12月からは６時まで）
※年中無休
営業場所／「道の駅協和・四季の森」内
商品／野菜、山菜、漬物、花、ハチミツ、菓子加工品、
木工・工芸品など
会員数／60人

道の駅協和「協和からまつ」直売所
（伊藤作十郎組合長・協和）

第８回

専門家が選ぶコロッケランキングで全国８位
お肉屋さんの「手づくり肉コロッケ」

有限会社 斎藤精肉店

問い合わせ・販売
　有限会社 斎藤精肉店
 （刈和野清光院後42-18）
  ☎ 0187-75-0298
 http://www.saitoseinikuten0298.com/

有
限
会
社
斎
藤
精
肉
店
（
斎
藤
亨
代
表
）

の「
手
づ
く
り
肉
コ
ロ
ッ
ケ
」（
１
個・

税
込
１
５
０
円
）５
個
入
り（
冷
凍
）を
５
人
の

方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

昭
和
４（
１
９
２
９
）
年
創
業
の
同
店
。

高
品
質
の
素
材
に
こ
だ
わ
り
、
最
高
の
お

い
し
さ
を
目
指
し
て
商
品
を
販
売
し
て
い

ま
す
。
肉
コ
ロ
ッ
ケ
は
昭
和
30
年
か
ら
販

売
。
地
元
出
身
の
俳
優
・
柳
葉
敏
郎
さ
ん

も
太
鼓
判
を
押
す
ほ
ど
で
、
テ
レ
ビ
番
組

で
何
度
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日

本
経
済
新
聞
社
が
専
門
家
の
監
修
に
よ
り

行
っ
た
「
何
で
も
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
全
国

８
位
を
獲
得
。
料
理
研
究
家
や
東
京
・
日

本
橋
の
老
舗
洋
食
店
な
ど
の
錚そ

う

々そ
う

た
る
審

査
員
か
ら
好
評
価
を
得
た
逸
品
で
す
。

　

肉
が
多
く
、
歯
ご
た
え
バ
ッ
チ
リ
で

ジ
ュ
ー
シ
ー
。
濃
い
め
の
味
で
ソ
ー
ス
な

し
で
も
食
べ
ら
れ
ま
す
。
昔
懐
か
し
い
味

わ
い
の
肉
コ
ロ
ッ
ケ
。
三
拍
子
そ
ろ
っ
た

「
味・香
り・コ
ク
」を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

発行号、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号と必ず
4 4

広報紙の
感想などを記入の上、プレゼント係までお送りください。
当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。
応募期限／11月 30日（消印有効）

〒014-8601  だいせん日和プレゼント係
ファクス ／  0187-63-1119
Ｅメール ／  kouhou@city.daisen.akita.jp
※Ｅメールの場合は件名に「読者プレゼント」と記入ください。

応募方法

サクサクと香ばしいコロッケがおいしい
季節。肉のうま味を存分に味わえる「手づ
くり肉コロッケ」は、店頭のほか、同店のホ
ームページからも購入できます。

広報だいせん

だいせん日和
2015_11月号 vol.254
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昭
和
50
年
に
大
曲
地
域

の
ま
る
い
電
気
で
伊
藤
馨

氏
に
師
事
し
、
電
気
工
事

設
計
施
工
に
従
事
し
ま
し

た
。55
年
に
佐
々
木
電
気

工
事
店
と
し
て
独
立
後
、

平
成
７
年
に（
有
）サ
サ
キ

電
設
を
設
立
し
て
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

電
気
工
事
業
に
40
年
間

携
わ
り
、旧
池
田
邸
の
電
気

設
備
改
修
工
事
を
は
じ
め
、

旧
大
曲
市
街
灯
や
南
部
ハ

イ
ウ
ェ
イ
灯
の
改
修
を
手

が
け
ま
し
た
。ま
た
、
市
営

住
宅
電
気
設
備
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
、中
仙
地
域
の
清
水

小
学
校
体
育
館
の
天
井
落

下
防
止
工
事
の
施
工
な
ど
、

公
共
施
設
の
電
気
工
事
に

お
い
て
数
多
く
の
設
計
施

工
実
績
が
あ
り
、特
に
屋
内

配
線
工
事
に
極
め
て
優
れ

た
技
能
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

後
進
へ
の
技
術
指
導
に

も
熱
心
に
取
り
組
み
、こ
れ

ま
で
自
社
で
指
導
し
た
５

人
の
従
業
員
を
独
立
さ
せ

て
い
ま
す
。ま
た
、
大
曲
仙

北
電
気
工
事
協
同
組
合
で

は
、事
業
及
び
指
導
教
育
担

当
理
事
と
し
て
各
種
講
習

会
の
企
画
や
講
師
を
務
め

る
な
ど
、業
界
の
後
継
者
育

成
に
尽
力
。平
成
12
年
か
ら

大
曲
仙
北
電
気
工
事
協
同

組
合
理
事
、秋
田
県
電
気
工

事
工
業
組
合
総
代
を
務
め

て
お
り
、業
界
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

佐
さ

々
さ

木
き

 芳
よ し

美
み

 氏
（昭和25年生まれ：65歳）

鳥
と

羽
ば

 武
た け

治
じ

 氏
（昭和20年生まれ：70歳）

　

昭
和
35
年
４
月
か
ら
大

曲
地
域
の
竹
内
敏
夫
氏
に

師
事
し
、
左
官
技
術
を
習

得
。43
年
に
独
立
し
て
鳥
羽

左
官
工
業
所
を
開
業
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

左
官
業
に
55
年
間
携
わ

り
、
西
仙
北
地
域
の
市
営

住
宅
の
ほ
か
、一
般
住
宅
等

に
多
数
の
施
工
実
績
が
あ

り
ま
す
。コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

打
ち
込
み
、基
礎
工
事
、ブ

ロ
ッ
ク
積
み
な
ど
、壁
塗
り

だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
伝
統

的
な
工
法
に
加
え
、Ｄ
Ｃ
コ

ー
ト
ロ
ー
ラ
ー
仕
上
げ
等

の
最
新
の
技
術
を
習
得
す

る
な
ど
、
時
代
に
対
応
す

る
た
め
自
己
研け

ん

鑽さ
ん

に
努
め

て
い
ま
す
。強
度
・
剛
性
の

あ
る
塗
り
を
施
す
仕
上
げ

技
法
は
業
界
内
で
も
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
50
年
に
一
級
左
官

技
能
士
、
職
業
訓
練
指
導

員
の
資
格
を
取
得
し
、
後

進
の
技
術
指
導
に
尽
力
。

自
ら
の
事
業
所
で
こ
れ
ま

で
３
人
の
弟
子
を
育
て
上

げ
、
秋
田
県
技
能
競
技
大

会
で
は
優
秀
賞
受
賞
を
は

じ
め
、
上
位
入
賞
に
導
い

て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
か
ら
現
在

ま
で
大
仙
市
西
仙
北
建
設

技
能
組
合
副
組
合
長
を
務

め
、組
合
員
の
新
規
加
入
と

建
設
国
保
加
入
推
進
に
力

を
入
れ
、業
界
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

卓越した技術を持ち、長年精進された技能者の方々をたたえようと毎年行ってい
る技能功労者表彰。今年度は次の５人の皆さんが選ばれました。

受賞者は、関係団体から推薦された方々について９月15日の選考委員会（佐々木正美会
長）による選考を経て決定されました。
ここでは、受賞した５人の皆さんのこれまでの足跡をたどります。

栄えある受賞に　氏が輝く

Takeji Toba

Yoshimi Sasaki
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昭
和
44
年
４
月
か
ら
太

田
地
域
の
仲
村
正
由
氏
に

師
事
し
、
日
本
古
来
の
在

来
工
法
の
技
術
を
習
得
し

ま
し
た
。53
年
に
髙
利
建

築
企
画
を
設
立
し
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

建
築
大
工
業
に
46
年
間

携
わ
り
、
長
い
経
験
と
綿

密
な
計
画
に
よ
る
作
業
と

厳
し
い
管
理
を
常
に
現
場

で
行
っ
て
お
り
、
事
業
内

容
は
業
界
で
も
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
技
術
向
上
に
も

早
く
か
ら
取
り
組
み
、
一

級
建
築
大
工
技
能
士
、
一

級
建
築
製
図
技
能
士
等
の

各
種
資
格
を
取
得
。特
に

地
元
太
田
地
域
の
一
般
住

宅
に
多
数
の
施
工
実
績
が

あ
り
ま
す
。

　

昭
和
58
年
４
月
か
ら

は
、
大
曲
仙
北
共
同
高
等

職
業
訓
練
校
木
造
建
築
科

の
指
導
員
と
し
て
後
継
者

育
成
に
意
欲
的
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
自
ら
の
事

業
所
で
建
築
大
工
５
人
を

養
成
す
る
な
ど
、
建
築
業

界
に
多
数
の
後
継
者
を
送

り
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
か
ら

は
、
太
田
町
建
設
技
能
組

合
組
合
長
や
大
曲
仙
北
建

設
技
能
組
合
連
合
会
監

事
、
大
曲
仙
北
職
業
訓
練

協
会
理
事
を
歴
任
。業
界

の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
ま
す
。

藤
ふ じ

川
か わ

 一
か ず

男
お

 氏
（昭和31年生まれ：59歳）

井
い の

上
う え

 義
よ し

男
お

 氏
（昭和28年生まれ：62歳）

髙
た か

橋
は し

 利
と し

郎
ろ う

 氏
（昭和27年生まれ：63歳）

　

昭
和
50
年
４
月
か
ら
第

一
建
設
工
業
株
式
会
社
に

お
い
て
、基
礎
工
事
に
つ
い

て
研
鑽
を
積
ん
だ
後
、
57

年
に（
株
）秋
田
県
南
重
機

に
就
職
し
、
多
く
の
現
場

施
工
経
験
か
ら
技
術
を
習

得
し
て
き
ま
し
た
。

　

基
礎
工
事
業
に
39
年
間

携
わ
り
、
大
仙
市
の
花
館

高
架
橋
下
部
工
工
事
を
は

じ
め
、
宮
城
県
の
石
巻
工

業
港
曽そ

波ば
の

神か
み

線せ
ん

橋
梁
下
部

工
工
事
な
ど
、
県
内
外
に

多
数
の
施
工
実
績
が
あ
り

ま
す
。

　

深
度
50
㍍
の
地
下
ま
で

直
径
２
㍍
の
穴
を
掘
り
下

げ
鉄
筋
籠
を
入
れ
、
生
コ

ン
を
打
設
し
、
寸
部
の
誤

差
の
な
い
基
礎
ぐ
い
に
仕

上
げ
る
技
術
は
、
高
層
建

築
の
基
礎
ぐ
い
、
橋
脚
の

基
礎
ぐ
い
等
の
工
事
に
は

欠
か
す
事
の
出
来
な
い
も

の
で
あ
り
、
大
手
元
請
業

者
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

後
進
に
対
す
る
指
導
は

非
常
に
厳
格
で
熱
心
で
あ

り
、
現
場
で
は
工
事
係
長

と
し
て
現
場
を
任
せ
ら
れ

る
後
継
者
の
育
成
に
心
血

を
注
い
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
秋
田
県
基
礎
工

事
業
協
同
組
合
員
と
し
て

技
術
指
導
の
講
師
を
積
極

的
に
務
め
る
な
ど
、
業
界

の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
ま
す
。

　

昭
和
45
年
に
中
仙
地
域

の
村
上
保
氏
に
師
事
し
、

技
術
を
習
得
後
、
独
立
し

て
55
年
に
井
上
建
築
を
設

立
し
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　

建
築
大
工
業
に
45
年
間

携
わ
り
、
指さ

し

矩が
ね

一
本
で
精

密
な
建
物
を
作
り
上
げ
る

規き

矩く

術
に
精
通
し
、
在
来

工
法
を
用
い
た
一
般
木
造

住
宅
建
築
を
本
業
と
し
て

い
ま
す
。地
元
で
あ
る
大お

お

野の

中な
か

の
三み

嶽た
け

神
社
の
改
修

工
事
を
は
じ
め
、
仙
北
市

の
角
館
武
道
館
や
西
明
寺

小
学
校
な
ど
、
数
多
く
の

公
共
施
設
の
施
工
実
績
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
級
建
築
大
工

技
能
士
、二
級
建
築
士
、二

級
建
築
施
工
管
理
技
士
の

資
格
を
持
ち
、
常
に
技
能

の
研
鑽
に
努
め
る
姿
勢

は
、
他
の
模
範
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

後
継
者
育
成
で
は
、
事

業
所
や
組
合
で
若
手
の
育

成
に
情
熱
を
注
ぎ
、
技
術

の
み
な
ら
ず
、
施
工
時
の

安
全
性
や
確
実
性
を
指
導

し
、
後
進
の
育
成
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

秋
田
建
築
労
働
組
合
角

館
支
部
で
は
、
平
成
23
年

か
ら
４
年
間
に
わ
た
り
代

表
班
長
を
務
め
、
27
年
４

月
か
ら
は
副
支
部
長
と
し

て
業
界
の
発
展
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
ま
す
。

Yoshio Inoue

Kazuo Fujikawa

Toshiro Takahashi



6

第８回大仙農業元気賞
「農林業」は大仙市を支える大切な産業です。
市では、新たな農林業に挑戦し、地域のリーダーとして
将来が期待される農林業経営者の方々を「大仙農業元気賞」として表彰しています。
ここでは、今年度の受賞者に選ばれた４人の若き担い手を紹介します。

　高校卒業後、帯広畜産大
学に進学。経営方法や、家畜
と人間の共生関係を学びま
した。大学卒業後、自宅で就
農。現在は酪農を主軸に複
合経営を行っています。
　乳用牛の飼育頭数は45頭
で、若手酪農家で１戸あた
りの飼育頭数は市内でもト
ップクラス。自家生産した
牧草以外にも地域の農家が
生産した牧草を積極的に活
用しています。
　また、ＷＣＳ（稲発酵粗飼
料）の作業受託を手がける

「農事組合法人ドリームコ
ントラクター中仙」の理事
と機械オペレーターとして
活躍。今年度は約130㌶の面
積を作業受託しています。

農業の未来を担う若きリーダーたち

　大学を卒業後、医薬品に
関係する仕事に携わったの
ち、「農事組合法人中仙さ
くらファーム」に入社しま
した。
　入社１年目は全部門を経
験・研修し、２年目以降は前
の職場での経験を生かして
主に経理部門に従事。前担
当者から引き継ぎを受けな
がら、現在は１人で担当し、
将来の法人の経営者となる
べく努力しています。
　また、農薬を極力減らし
て栽培を行った特別栽培
米「さくらこまち」の自家精
米・袋づめ・出荷・販売管理
に関わる業務も担当してお
り、主に首都圏を中心に販
売を行っています。

　高校卒業後、秋田県が実
施している「未来農業のフ
ロンティア育成研修」を２
年間受講し、畜産を学びま
した。研修終了後、自宅で就
農。現在は経営主として水
稲と畜産の複合経営を実践
しています。
　研修期間中に家畜人工授
精師・家畜体内受精卵移植
師の資格を取得。その技術は
地域の畜産農家からの信頼
が厚く、現在は約250頭の人
工授精を手がけています。
　中仙地域和牛青年部の一
員としてヘルパー事業や巡
回指導を行うなど、地域の
畜産農家の育成にも尽力し
ています。

　平成21年に転職し、父か
ら事業を引き継ぎました。
22年からは鈴木林業の経営
主・班長として林業に従事
しています。
　自己所有の山林の管理と、
仙北西森林組合からの作業
を引き受け、地域森林の造
林・下刈・間伐などを行い、森
林の適正な保育に努めてい
ます。また、同組合の興森会

（組合協力事業体）の副会長を
務め、組織をまとめあげるな
どリーダー的存在です。
　27年４月に開校した秋田
県林業大学校の生徒をイン
ターンシップで受け入れ、
研修・実習の場を提供する
など、将来の後継者育成に
も尽力しています。
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合
併
前
の
旧
市
町
村
は
、
高
度

経
済
成
長
期
以
降
、
住
民
の

さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、小
・
中
学
校
や
集
会
施
設
、公
営

住
宅
な
ど
の
施
設
整
備
を
進
め
ま
し

た
。そ
れ
ら
は
学
習
の
場
や
交
流
の

場
、生
活
の
場
、行
政
手
続
き
を
行
う

場
な
ど
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

生
活
を
支
え
る「
公
共
施
設
」と
し
て

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
旧
市
町
村
か
ら
市
町
村
合

併
で
誕
生
し
た
大
仙
市
が
引
き
継
い

で
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の「
公
共
施
設
」は
、そ
の
多

く
が
間
も
な
く
更
新
の
時
期
を
迎
え

ま
す
。市
で
は
、今
後
、人
口
減
少
や
少

子
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
進
行
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。そ
れ
に
対
し

て
、施
設
の
維
持
・
更
新
に
か
か
る
費

用
が
将
来
大
き
な
負
担
に
な
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。そ
の
た
め
、
こ
れ

か
ら
は
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
施

設
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
で
き
る
よ
う
に
、

効
率
的
・
効
果
的
な
施
設
の
配
置
や

ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
、民
間
委
託
な

ど
に
よ
る
維
持
管
理
の
効
率
化
、
建

物
を
長
持
ち
さ
せ
る
た
め
の
工
夫
な

ど
の
取
り
組
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
25
年
度
と
26
年
度

の
２
カ
年
で
公
共
施
設
を
い
く
つ
か

の
種
類（
行
政
系
施
設
、集
会
施
設
、学
校

施
設
な
ど
）に
分
類
し
、現
状
を
調
査
・

分
析
し
ま
し
た
。

市
の
公
共
施
設
数
は
７
０
０
超

　

市
が
保
有
す
る
施
設
（
道
路
や
橋
り

ょ
う
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
は
除
く
）は
、

い
わ
ゆ
る「
ハ
コ
モ
ノ（
公
共
建
築
物
）」

が
５
１
０
施
設
、
公
園
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
な
ど
の「
平
場
」が
２
０
２
施
設
で
、

合
わ
せ
て
７
１
２
施
設
で
す
。地
域

別
に
見
る
と
、
公
共
施
設
を
最
も
多

く
保
有
し
て
い
る
の
は
大
曲
地
域
で

１
６
４
施
設（
全
体
の
約
23
㌫
）。次
い
で

協
和
地
域
が
１
３
１
施
設（
約
19
㌫
）と

な
っ
て
い
ま
す
。（
グ
ラ
フ
１
参
照
）

３
分
の
１
が
建
て
替
え
時
期
に

　

市
の
財
政
状
況
を
考
え
る
と
、
今

後
一
般
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
と
さ

れ
る
年
齢
の
人
口
（
15
〜
64
歳
）
が
減

少
す
る
と
、
経
済
全
体
の
規
模
が
縮

小
し
、
税
収
の
減
少
が
予
想
さ
れ
ま

す
。一
方
、人
口
減
少
・
高
齢
社
会
に

対
応
す
る
た
め
必
要
な
費
用
の
か
か

り
増
し
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

市
の
公
共
施
設
の
約
３
分
の
１
が

建
築
か
ら
30
年
以
上
が
経
過
し
（
グ
ラ

フ
２
参
照
）、間
も
な
く
建
て
替
え
時
期

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
ま
ま
維

持
・
更
新
し
よ
う
と
す
れ
ば
、多
額
の

費
用
が
必
要
に
な
り
ま
す
。人
口
減

少
・
高
齢
社
会
に
合
っ
た
公
共
施
設

の
あ
り
方
や
、
限
ら
れ
た
費
用
で
の

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
き
て
い
ま
す
。

だいせんの 「公共施設」のこれから ①

【問い合わせ】総務課 ☎0187-63-1111 内線208

全国の自治体が抱える大きな問題のひとつとして話題になっているのが公共施設の維持管理です。市
内各地に設置されているさまざまな公共施設を持続的に有効活用していくためにはどのような手だ
てが必要なのでしょうか。市内の公共施設を取り巻く状況などを今回からシリーズでお伝えします。

建築後30年を超える施設
が全体の35％（250施設）
を占めています

※グラフは１・２ともに平成27年３月31日現在のものです。
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を占めています
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施設数



8

平
和
祈
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
10
月
１
日
、

大
曲
中
学
校
で
開
か
れ
、市
内
の
中

学
生
な
ど
約
４
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

市
は
核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和
を
願

い
、
平
成
17
年
６
月
に「
非
核
平
和
都
市
」

を
宣
言
し
ま
し
た
。フ
ォ
ー
ラ
ム
は
市
民

が
戦
争
の
悲
惨
さ
や
核
兵
器
の
恐
ろ
し

さ
、
平
和
の
尊
さ
を
考
え
る
き
っ
か
け
を

つ
く
り
、
平
和
を
願
う
精
神
を
後
世
へ
受

け
継
い
で
い
く
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま

し
た
。戦
後
70
年
、非
核
平
和
都
市
宣
言
10

周
年
の
節
目
を
迎
え
た
の
を
機
に
、
平
成

22
年
か
ら
昨
年
ま
で
実
施
し
た
「
市
民
平

和
の
集
い
」を
見
直
し
、よ
り
多
く
の
若
い

世
代
が
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
場
と
し
て

の
役
割
を
強
化
し
た
も
の
で
す
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
７
月
に
非
核
平
和

レ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
被
爆
地
・
広
島
市
を

訪
問
し
、
戦
争
と
原
子
爆
弾
の
傷
跡
に
触

れ
た
市
内
の
中
高
生
６
人
が
研
修
の
成
果

を
発
表
。若
い
世
代
が
歴
史
に
学
び
、平
和

に
つ
い
て
考
え
、
思
い
を
伝
え
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
を
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
で
最
後
の
空
襲
被
害
と
い

わ
れ
る
土
崎
空
襲
を
語
り
継
ぐ
「
土
崎
港

被
爆
市
民
会
議
」
の
伊
藤
紀
久
夫
さ
ん
・

津
紀
子
さ
ん
夫
妻
が
講
演
し
ま
し
た
。当

時
ま
だ
幼
か
っ
た
と
い
う
津
紀
子
さ
ん

が
激
し
い
空
襲
か
ら
逃
れ
て
生
き
延
び

た
経
験
を
語
っ
た
ほ
か
、
紀
久
夫
さ
ん
は

日
本
の
戦
争
史
を
解
説
。戦
争
の
悲
惨
さ

と
平
和
の
大
切
さ
を
参
加
し
た
中
高
生

に
訴
え
ま
し
た
。

花
火
関
係
者
が
世
界
中
か
ら
集
ま
る

「
第
15
回
国
際
花
火
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
が
９
月
21
日
か
ら
25
日
ま
で
の
５
日

間
、フ
ラ
ン
ス
の
ボ
ル
ド
ー
で
開
か
れ
、会

合
の
中
で
、
次
回
大
会
の
開
催
地
が
大
仙

市
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
お
お
む
ね
２
年
に

一
度
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
世
界
の

花
火
師
や
研
究
者
が
技
術
研
究
の
成
果
を

発
表
す
る
国
際
会
議
で
、
会
場
内
で
は
花

火
機
材
の
商
談
会
な
ど
も
行
わ
れ
る
な

ど
、
世
界
各
地
の
花
火
関
係
者
の
交
流
と

情
報
交
換
の
場
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。市
で
は
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
招
致
は
、

地
域
資
源
で
あ
る「
大
曲
の
花
火
」の
ブ
ラ

ン
ド
力
を
生
か
し
て
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る
大
仙
市
花
火
産
業
構
想
の
取
り
組

み
と
位
置
付
け
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
栗
林
市
長

を
は
じ
め
、
市
内
の
花
火
業
者
な
ど
24
人

が
出
席
。９
月
25
日
に
行
わ
れ
た
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
大
曲
商
工
会
議
所

の
佐
々
木
繁
治
会
頭
が「
大
曲
の
花
火
」の

歴
史
や
大
会
概
要
、
日
本
の
花
火
技
術
の

素
晴
ら
し
さ
な
ど
を
、
映
像
を
交
え
な
が

ら
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。次
回
開
催
地
に
は
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー
や
ス
ペ
イ
ン

の
ビ
ル
バ
オ
も
立
候
補
し
て
い
ま
し
た

が
、
会
場
の
安
全
面
や
交
通
の
利
便
性
な

ど
で
評
価
を
受
け
た
大
仙
市
が
選
ば
れ
ま

し
た
。シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
国
内
で
開
催
さ

れ
る
の
は
、２
０
０
５（
平
成
17
）年
の
滋
賀

県
大
津
市
以
来
２
回
目
で
す
。

　

次
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
２
０
１
７（
平

成
29
）年
に
開
催
す
る
予
定
で
、
国
内
外
か

ら
約
５
０
０
人
の
関
係
者
の
参
加
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。市
は
、花
火
は
も
ち
ろ
ん
、

大
仙
市
の
地
域
文

化
や
観
光
資
源
を

世
界
に
広
め
る
た

め
の
絶
好
の
機
会

と
捉
え
、
今
後
は

事
務
局
体
制
を
整

え
る
な
ど
開
催
に

向
け
て
万
全
の
準

備
を
進
め
ま
す
。

TOPICS_１

TOPICS_２

Peaceful prayer Forum

次
回
開
催
地
が
大
仙
市
に
決
定

「
大
曲
の
花
火
」を
世
界
へ
発
信

国
際
花
火
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」
か
ら
10
年

戦
禍
に
学
ぶ 

平
和
の
尊
さ

大
仙
市
平
和
祈
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

［写真上段］被爆地・
広島での体験レポ
ートを発表した中
高生［写真下段］土
崎空襲について語
る伊藤さん夫妻

開催地決定の発表を聞く栗林市長

Fireworks of Omagari

Fireworks of 
Omagari

Municipal Government 
Pick Up Info.

    市の動きPeaceful prayer 
Forum
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12月３日申し込み開始
平成28年度の保育所、認定こども園、
幼稚園等の利用申し込み

【問い合わせ】
 児童家庭課
 ☎ 0187-63-1111 内線 103・128

平
成
28
年
度
の
保
育
所
、
認

定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
等

の
利
用
申
し
込
み
を
次
の
日
程
で

行
い
ま
す
。詳
細
は「
だ
い
せ
ん
日

和
11
月
号
お
知
ら
せ
版
」
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◆
申
込
書
配
布
／
11
月
19
日（
木
）

か
ら

◆
配
布
場
所
／
左
表
の
①
と
お
り

◆ 

申
込
期
間
／

 

12
月
３
日（
木
）

 

か
ら
８
日（
火
）ま
で

※
高
畑
保
育
園
は
12
月
６
日（
日
）、幼
稚

園
と
認
定
こ
ど
も
園（
教
育
部
分
）は

12
月
５
日（
土
）・６
日（
日
）を
除
く

◆
申
し
込
み
／
左
表
②
の
と
お
り

市
で
は
「
税
を
考
え
る
週
間

（
11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
）」

に
あ
わ
せ
、
税
金
が
私
た
ち
の
暮

ら
し
に
ど
の
よ
う
に
役
立
っ
て
い

る
か
を
知
り
、税
の
意
義
や
役
割
、

そ
の
使
い
道
な
ど
を
考
え
て
も
ら

お
う
と
、市
内
の
小
・
中
学
生
を
対

象
に
「
税
に
関
す
る
習
字
」「
税
に

関
す
る
作
文
」の
コ
ン
ク
ー
ル
を
実

施
し
、啓
発
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

入
賞
作
品
を
展
示
し
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
期
間・会
場
／

○
11
月
２
日（
月
）か
ら
13
日（
金
）

ま
で
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
大
曲
２

階「
登
美
屋
」前
展
示
ホ
ー
ル

○
11
月
14
日（
土
）か
ら
20
日（
金
）

ま
で
・
市
民
活
動
交
流
拠
点
セ

ン
タ
ー「Anbee

大
曲
」２
階

【
税
に
関
す
る
習
字
】

 

小
学
校
19
校
か
ら
２
４
２
点
の

応
募〈
敬
称
略
〉※
数
字
は
学
年

 

最
優
秀
賞
＝
高
橋
美
優（
四
ツ
屋

６
）

 

金
賞
＝
す
が
わ
ら
な
な
み（
東
大

曲
１
）、さ
さ
木
さ
ら（
花
館
２
）、

新
目
晃
子（
高
梨
３
）、
宮
崎
ほ
の

か
（
花
館
４
）、
鈴
木
日
和
（
大
曲

５
）、佐
々
木
里
奈（
内
小
友
６
）

 

銀
賞
＝
た
け
む
ら
こ
こ
な
（
大

曲
１
）、た
か
は
し
り
き（
同
２
）、

す
だ
ゆ
う
花（
同
３
）、阿
部
成
翔

（
同
４
）、板
垣
朱
音（
神
岡
５
）、戸

島
響（
同
６
）

 

銅
賞
＝
あ
わ
つ
せ
な（
藤
木
１
）、

く
ま
さ
わ
ゆ
う
ご（
大
曲
１
）、
す

ず
木
め
い（
花
館
２
）、
三
う
ら
さ

き（
四
ツ
屋
２
）、新
田
か
の
ん（
高

梨
３
）、大
友
そ
う
ま（
花
館
３
）、

田
中
里
奈（
大
曲
４
）、
後
藤
恵
莉

奈
（
花
館
４
）、
杉
本
和
進
（
大
曲

５
）、
佐
々
木
駿（
花
館
５
）、
佐
藤

航
貴（
同
６
）、後
藤
巧
人（
同
）

※
こ
の
ほ
か
、佳
作
22
点
、奨
励
賞
60
点

【
税
に
関
す
る
作
文
】

 

中
学
校
10
校
か
ら
２
７
５
点
の

応
募〈
敬
称
略
〉※
数
字
は
学
年

 

大
仙
市
長
賞
＝
大
沢
あ
か
り

（
仙
北
３
）、福
原
夏
海（
太
田
２
）

 

大
仙
市
長
特
別
賞
＝
滝
沢
侑
哉

（
大
曲
西
３
）、
沼
倉
は
る
ひ（
平
和

２
）、
佐
々
木
将
太（
中
仙
２
）、
佐

藤
太
一
（
同
３
）、
佐
々
木
彩
乃

（
豊
成
３
）、茂
木
顕
光（
協
和
１
）、

高
橋
花
音
（
南
外
２
）、
佐
藤
汰

一（
西
仙
北
３
）、
進
藤
綾
乃（
協
和

３
）、手
代
木
ひ
か
る（
同
）、佐
々

木
麗
海（
大
曲
南
３
）

※
こ
の
ほ
か
、
秋
田
県
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
へ
進
達
２
点
、
大
曲
税
務
署

長
賞
２
点
、
大
曲
地
区
税
務
団
体
協

議
会
長
賞
１
点
、
大
曲
地
区
租
税
教

育
推
進
協
議
会
長
賞
１
点

11月２日から20日まで入賞作品を展示します
税に関する習字・作文コンクール

【問い合わせ】
 税務課
 ☎ 0187-63-1111 内線 111・112

施設 配布場所

保育所、認定こども園（保
育部分）、小規模保育施設、
事業所内保育施設

児童家庭課、各支所市民サービス課、市内各保育所、
認定こども園、小規模保育施設
※保育所、認定こども園（保育部分）、小規模保育施設
を利用中の方には、利用施設を通じて配布します。

幼稚園、認定こども園（教
育部分） 各幼稚園、認定こども園

高畑保育園、土川保育園
高畑保育園、土川保育園、西仙北支所市民サービス
課、児童家庭課
※保育園を利用中の方には、園を通じて配布します。

①申込書配布場所

施設 申し込み先
保育所、認定こども園（保育部分） 児童家庭課、各支所市民サービス課

小規模保育施設、事業所内保育施設 児童家庭課

幼稚園、認定こども園（教育部分） 各幼稚園、認定こども園

高畑保育園 高畑保育園、児童家庭課

土川保育園 西仙北支所市民サービス課、児童家庭課

②申し込み



全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用

機
関
連
絡
協
議
会
全
国

﹇
秋
田
﹈大
会
記
念
講
演

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

公
文
書
館
へ
の
関
心
を
も
っ
て

も
ら
お
う
と
、
初
代
公
文
書
管

理
担
当
大
臣
で
、
前
法
務
大
臣

の
上
川
陽
子
衆
議
院
議
員
を
講

師
に
記
念
講
演
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
記
録
史
料
の
保
存
や

利
用
、
市
が
来
年
度
に
設
置
す

る
公
文
書
館
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
11
月
12
日（
木
）

 

午
後
２
時
10
分
〜
３
時
10
分

 

（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

◆
会
場
／
大
曲
市
民
会
館
・
大

ホ
ー
ル

◆
入
場
料
／
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

 

公
文
書
館
設
置
準
備
室

 

内
線
３
５
６

上川陽子
衆議院議員

講師

大
曲
新
人
音
楽
祭

コ
ン
ク
ー
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
会
場
ス
タ
ッ

フ
）
の
皆
さ
ん
に
は
、
出
場
者
の

案
内
や
演
奏
時
間
の
計
時
、
会

場
ド
ア
の
開
閉
な
ど
を
お
願
い

す
る
予
定
で
す
。市
民
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
つ
く
り
上
げ
る
音
楽

祭
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
対
象
／
中
学
生
以
上

◆
期
日
／
平
成
28
年
１
月
９
日

（
土
）・10
日（
日
）

※
１
日
だ
け
の
参
加
も
可

◆
会
場
／
大
曲
市
民
会
館
・
大

ホ
ー
ル
、同・小
ホ
ー
ル

◆
募
集
人
員
／

 

【
受
付
係
】６
人
程
度

 

【
会
場
係
】10
人
程
度

 

【
計
時
係
】４
人
程
度

※
他
の
係
を
依
頼
す
る
場
合
あ
り

◆
申
込
期
限
／
11
月
21
日（
土
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

大
曲
新
人
音
楽
祭

 

コ
ン
ク
ー
ル
事
務
局

 

（
大
曲
市
民
会
館
内・月
曜
休
館
）

 

☎
０
１
８
７（
63
）８
７
６
６

　

今
年
で
25
周
年
を
迎
え
る
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
。

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
伴
奏
で
、

唱
歌
や
童
謡
を
歌
っ
て
み
ま
し

ょ
う
。場
内
に
響
き
わ
た
る
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
美
し
い
音
色

と
歌
声
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
11
月
22
日（
日
）

 

午
後
２
時
〜
４
時

 

（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

◆
会
場
／
大
川
西
根
小
学
校

◆
出
演
／
香
取
智
子
さ
ん（
ア
ト

リ
オ
ン
音
楽
ホ
ー
ル
オ
ル
ガ
ニ
ス

ト
）、
長
谷
川
留
美
子
さ
ん（
ソ

プ
ラ
ノ
）ほ
か

【
問
い
合
わ
せ
】

 

生
涯
学
習
課 
内
線
３
３
９

　

明
治
28（
１
８
９
５
）年
に
事
業

を
開
始
し
た
鮭
ふ
化
放
流
事
業
。

同
事
業
の
１
２
０
周
年
を
記
念

し
、東
京
海
洋
大
学
名
誉
博
士
で

テ
レ
ビ
な
ど
で
も
活
躍
中
の
さ

か
な
ク
ン
が
講
演
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
／
11
月
12
日（
木
）

 

午
後
２
時
〜

 

（
午
後
１
時
30
分
受
け
付
け
開
始
）

◆
会
場
／
大
曲
体
育
館

※
ス
リ
ッ
パ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
入
場
料
／
無
料

◆
内
容
／
映
像
で
見
る
大
仙
市

１
２
０
年
（
午
後
２
時
〜
）、
さ

か
な
ク
ン
記
念
講
演
「
ギ
ョ

ギ
ョ
ッ
と
び
っ
く
り
サ
ケ
の

不
思
議
」（
午
後
２
時
10
分
〜
３

時
10
分
）

【
問
い
合
わ
せ
】

 

農
林
振
興
課 

内
線
２
７
９

歌
ご
え
広
場 with Organ 

「
旅
す
る
旋
律
」
〜
き
い
て
、

学
ん
で
、歌
っ
て
み
よ
う
！
〜

大
川
西
根
小
パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

大
仙
市
鮭
ふ
化
放
流
１
２
０
周
年
記
念
事
業

さ
か
な
ク
ン
の「
ギ
ョ
ギ
ョ
ッ
と
び
っ
く
り

サ
ケ
の
不
思
議
」

さかなクンが
大仙市に
やってくる

10

大曲庁舎（本庁）
 ☎ 0187-63-1111
大曲南庁舎
 ☎ 0187-66-4905
土地区画整理事務所
 ☎ 0187-63-0542 
神岡庁舎
 ☎ 0187-72-2111
西仙北庁舎
 ☎ 0187-75-1111
中仙庁舎
 ☎ 0187-56-2111 
協和庁舎
 ☎ 018-892-2111 
南外庁舎
 ☎ 0187-74-2111 
仙北庁舎
 ☎ 0187-63-3003 
太田庁舎
 ☎ 0187-88-1111 

大仙市ホームページ
www.city.daisen.akita.jp

11月は固定資産税４
期、国民健康保険税
５期、後期高齢者医
療保険料５期の納付
月です。
忘れずに納期内の完
納をお願いします。
納付期限／

11月 30日（月）

Tax Info.

東京海洋大学名誉博士
さかなクン

魚の豊富な知識と経験に裏付けされた話や、
そのキャラクターが大人気のさかなクン。
朝日小学生新聞でイラスト・コラムを連載
中のほか、著書多数。
日本政府・クールアースアンバサダー、文
部科学省 日本ユネスコ国内委員会広報大
使、農林水産省 お魚大使、環境省 地球いき
もの応援団  ほか
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WantedInformation

結
婚
応
援
無
料
相
談
会

◆
対
象
／
結
婚
を
望
む
方
、
ま

た
は
本
人
の
同
意
を
得
て
い

る
親
や
家
族

※
本
人
の
写
真
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
11
月
８
日（
日
）午
後
２

時
、午
後
２
時
45
分
、午
後
３

時
30
分
の
全
３
回（
１
人
40
分
）

◆
会
場
／
市
民
活
動
交
流
拠
点

セ
ン
タ
ー（Anbee

大
曲
２
階
）

◆
定
員
／
６
人

◆
申
し
込
み
／
髙
橋
章
さ
ん

 
（
大
仙
結
婚
を
支
援
す
る
会
）

 
☎
０
１
８
７（
88
）２
７
５
４

※
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
受
け
付
け

【
問
い
合
わ
せ
】

 

男
女
共
同
参
画・交
流
推
進
課

 

☎
０
１
８
７（
88
）８
０
３
９

大
曲
球
場
室
内
練
習
場

冬
期
間
の
利
用
予
約

　

12
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３

月
31
日
ま
で
の
大
曲
球
場
室
内

練
習
場
の
利
用
予
約
を
受
け
付

け
ま
す
。希
望
す
る
団
体
は
大
曲

球
場
事
務
室
に
用
意
し
て
い
る

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

事
務
室
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
間
／
利
用
希
望
日
の

前
月
１
日
か
ら
20
日
ま
で

※
12
月
利
用
分
の
受
け
付
け
は
11
月

１
日（
日
）か
ら
20
日（
金
）ま
で
。各

団
体
代
表
者
へ
の
決
定
通
知
は
11

月
25
日（
水
）ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

大
曲
球
場
事
務
室

 

☎
０
１
８
７（
86
）４
１
２
１

早
め
の
請
求
手
続
き
を

第
十
回
特
別
弔
慰
金

　

市
で
は
、特
別
弔
慰
金
の
支
給

条
件
を
満
た
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
遺
族
の
方
な
ど
に「
お
知
ら

せ
」を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
28
年
１
月
以
降

の
申
請
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）の
記
載
が
必
要
と
な

り
ま
す
。詳
細
は
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、だ
い
せ
ん
日
和
７
月

号
と
８
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
請
求
期
限
／

 

平
成
30
年
４
月
２
日

【
問
い
合
わ
せ・請
求
】

 

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

 

社
会
福
祉
課 

内
線
１
７
４

11月１日（日）から30日（月）まで

消火栓の水出し点検
市では大曲仙北広域消防本部に依頼し、11月１日から30日まで市内の消火栓の水
出し一斉点検を行います。点検へのご理解とご協力をお願いします。

【問い合わせ】 総合防災課 内線288
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◆
日
時
／
11
月
28
日（
土
）

 

午
後
６
時
開
演

 

（
午
後
５
時
30
分
開
場
）

◆
会
場
／
協
和
市
民
セ
ン
タ
ー

（
和
ピ
ア
）

◆
チ
ケ
ッ
ト
料
金
／
３
０
０
０
円

◆
チ
ケ
ッ
ト
販
売
／
和
ピ
ア
、

大
曲
市
民
会
館
、
中
仙
市
民

会
館（
ド
ン
パ
ル
）、
仙
北
ふ
れ

あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】

 

協
和
市
民
セ
ン
タ
ー（
和
ピ
ア
）

 

☎
０
１
８（
８
９
２
）３
８
２
０

チ
ケ
ッ
ト

好
評
販
売
中

石
川
綾
子
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

コ
ン
サ
ー
ト

11/28 開場17：30
開演18：00

平成27年

●会　場／協和市民センター「和ピア」
●入場料／3,000円　●チケット発売日／９月29日㈫

プレイガイド

全席指定
土

主 催：大 仙 市・大 仙 市 教 育 委 員 会

お問合せ●大仙市協和市民センター 和ピア 大仙市協和船岡字大袋1-7  TEL.018-892-3820  FAX.018-892-3822

☎018-892-3820
☎0187-63-8766

大仙市協和市民センター 和ピア
大仙市大曲市民会館 ☎0187-56-7200

☎0187-69-3333
大仙市中仙市民会館 ドンパル
大仙市仙北ふれあい文化センター※チケット発売当日、和ピアでのお求めの場合は午前9時からの販売となります。お電話でのお申込みは午後1時から受付となりますのでご了承願います。

平成２７年度
協和市民センター

自主事業

石
川
綾
子

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

コ
ン
サ
ー
ト

入居者募集

大曲、西仙北、協和の
市営住宅入居者募集

◆募集住宅／
【大曲】
○船場町市営住宅・２戸（２LDK・S61、H３

建築） 家賃＝17,900～43,400円／月
○船場町市営住宅（母子向け）・２戸（２LDK・

H １建築） 家賃＝18,400～42,200円／月
【西仙北】愛宕市営住宅・１戸（３DK・S56建

築） 家賃＝18,100～41,600円
【協和】
○野田市営住宅・１戸（３LDK・H ３建築）
 家賃＝18,400～42,300円／月
○合貝特定公共賃貸住宅・１戸（３LDK・

H11建築） 家賃＝43,000円／月
※家賃は世帯の所得に応じて決定
◆入居資格／
①同居親族がいる方（高齢の方や障がいがあ

る方は単身でも入居できる場合があります）
②住宅に困っている方
③収入が条例で定められている収入基準

以下の方
④市町村税に滞納がない方
⑤同居者を含め全員が暴力団員（暴力団対

策法第２条第６号に規定する暴力団員）でな
いこと

※入居には市内在住の連帯保証人が１人必要
◆入居可能日／12月11日（金）
◆申込期間／11月２日（月）から16日（月）

までの午前９時～午後５時（土・日、祝日
を除く）

【問い合わせ・申し込み】
 建築住宅課（大曲南庁舎内）
  ☎0187-66-4909
 西仙北支所農林建設課 ☎0187-75-2971
 協和支所農林建設課 ☎018-892-3708

大
仙
市
農
業
振
興
情
報

セ
ン
タ
ー
新
規
就
農
者

育
成
研
修

　

新
た
に
農
業
を
始
め
た
い
方

の
た
め
の
農
業
研
修
で
す
。農
業

専
門
技
術
員
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
作
物
を
栽
培
し
、農
業
に
必

要
な
技
術
・
知
識
を
学
ぶ
実
践
研

修
で
す
。研
修
期
間
は
１
年
で
、

研
修
奨
励
金
の
支
給
制
度
も
あ

り
ま
す
。詳
し
い
内
容
や
申
請
方

法
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
市
内
在
住
の
50
歳
以

下
の
方
で
、
研
修
終
了
後
に

市
内
で
農
業
を
営
む
方

◆
募
集
人
員
／
若
干
名

◆
期
間
／
平
成
28
年
４
月
１
日

か
ら
29
年
３
月
31
日
ま
で

※
最
大
２
年
ま
で
延
長
で
き
ま
す
。

◆
研
修
場
所
／
大
仙
市
東
部
新

規
就
農
者
研
修
施
設
（
太
田
地

域
横
沢
）、
大
仙
市
西
部
新
規

就
農
者
研
修
施
設
（
西
仙
北
地

域
強
首
）

◆
研
修
奨
励
金
／

 

月
額
７
万
５
千
円（
予
定
）

◆
申
込
期
間
／
11
月
10
日
（
火
）

か
ら
12
月
10
日（
木
）ま
で

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

大
仙
市
農
業
振
興

 

情
報
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
１
８
７（
86
）９
１
１
１

研修生募集
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大仙市の新たな〝まちの顔〟

「大曲ヒカリオ」 誕生
11月３日グランドオー

プン

完成した「大曲ヒカリオ」。手前が南街区（大曲ヒカリオ駐車場、大曲商工会
議所、大仙市健康福祉会館、大曲北幼稚園）。左奥が北街区で右奥がJR大曲駅

旧
仙
北
組
合
総
合
病
院

の
移
転
改
築
を
核
に
、

平
成
21
年
度
か
ら
進
め
て
き

た
市
街
地
再
開
発
事
業
。昨

年
５
月
、
大
曲
厚
生
医
療
セ

ン
タ
ー
を
中
心
と
す
る
「
北

街
区
」が
オ
ー
プ
ン
し
、
そ
の

後
、
旧
病
院
跡
地
に「
南
街

区
」の
整
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
。そ
の
南
街
区
も
10
月

に
竣
工
。全
エ
リ
ア
の
オ
ー

プ
ン
を
迎
え
ま
す
。

　
〝
花
火
が
上
空
で
は
じ
け
、

広
が
る
光
の
尾
の
よ
う
に
、

生
ま
れ
変
わ
っ
た
こ
の
地
区

か
ら
活
性
化
の
輪
が
広
が
っ

て
い
く
〞
こ
と
を
願
い
名
付

け
ら
れ
た
「
大
曲
ヒ
カ
リ
オ
」

の
愛
称
。に
ぎ
わ
い
と
活
力

に
あ
ふ
れ
た
大
輪
の
花
を
咲

か
せ
る
べ
く
、医
療
・
福
祉
・

健
康
・
交
通
等
の
都
市
機
能

が
集
積
し
た
大
仙
市
の
新
た

な〝
ま
ち
の
顔
〞が
動
き
出
し

ま
す
。

11
月
３
日
、南
街
区
内
で

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

　
「
大
曲
ヒ
カ
リ
オ
」の
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
、

南
街
区
広
場
を
主
会
場
に
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

　

各
施
設
で
の
見
学
会
、各
種

展
示
の
ほ
か
、特
設
ス
テ
ー
ジ

で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行

い
ま
す
。ま
た
、
広
場
や
通
路

に
は
、飲
食
・
物
販
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
。フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、

ス
ト
リ
ー
ト
花
火
を
打
ち
上

げ
、「
大
曲
ヒ
カ
リ
オ
」
の
オ

ー
プ
ン
を
祝
い
ま
す
。

◆
日
時
／
11
月
３
日（
火
・
祝

日
）午
前
10
時
〜
午
後
６
時

◆
会
場
／
南
街
区
広
場
、
南

街
区
内
各
施
設

南街区の概要

施設名 大曲
商工会議所

大仙市
健康福祉会館

大曲
北幼稚園

大曲ヒカリオ
駐車場

延べ床面積 1,195.43㎡ 2,701.27㎡ 2,182.87㎡ 5,211.95㎡
階数 ２階 ３階 ２階 ４階
高さ 11.20m 16.30m 10.30m 14.01m
敷地面積 8,774.30㎡
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「大曲ヒカリオ」の名に込められた思い〝花火が上空ではじけて光の尾が

広がる〟ごとく、市全体に多くの効果をもたらす「まちの拠点」に。

にぎわいと活力にあふれた大輪の花を咲かせられるように—。

観光情報の発信などにも活用
　大曲商工会議所、TMO大曲、大曲法人会が入る事
務所棟。館内には展示ロビーが設けられており、大曲
駅に近いことから観光情報の発信などにも利用され
る予定です。事務所棟と大仙市健康福祉会館の間に
は約546平方㍍の広場があり、南街区内でイベント
を行う際のメーン会場として利用されます。この広
場を含む南街区４施設間の通路は約2,194平方㍍。
全面、地下水を利用した無散水融雪を整備しており、
冬期間でも安全に通行することができます。

大曲商工会議所

多様な教育・保育ニーズに対応
　教育・保育施設としては、市内で初となる２階建
て。施設内は木材を多く使用し、温かみのある保育室
や遊戯室で子どもたちがのびのびと活動できるよう
になっています。
　11月５日に大曲北幼稚園が移転し、来年４月から
は定員180人の認定こども園となる予定です。園内
には夜間保育室を設けるなど、市街地の教育・保育施
設として、多様な保育ニーズに対応します。

大曲北幼稚園

219台駐車可能、市街地来訪者の利便性向上
　219台を収容できる４階建ての駐車場は、10月
13日からオープンしています。駐車料金は２時間ま
で無料。２時間を超えると１時間あたり100円がか
かります。お得な回数券（100円券22枚セットで2,000
円）と月極駐車券（１カ月券7,120円、２カ月券13,580円、
３カ月券19,440円）も販売していますので、ご利用く
ださい。
問い合わせ／都市管理課 ☎0187-66-4908

大曲ヒカリオ駐車場

保健・福祉の機能集約、災害時は市街地の拠点に
　市健康増進センター、大仙市社会福祉協議会、大曲仙北
医師会事務所が入った健康福祉会館。北街区の大曲厚生
医療センター、ショートステイやすらぎと合わせて、医
療・保健・福祉の機能を集約したことで、ワンストップサ
ービスを提供できるようになりました。また、コミュニテ
ィFM「FMはなび」も入居。１階の広場に面した位置のス
タジオはガラス張りで、隣接スペースの市民サロンや外
から放送の様子を見学できます。
　このほか、非常用発電機とマンホールトイレを配備。中
心市街地の災害時拠点としての役割を持たせています。

大仙市健康福祉会館
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500
野球大会

7回
県　　  歳
球 に 燃 え る 親 父 た ち の 甲 子 園

第
37
回
全
県
５
０
０
歳
野
球
大

会
が
９
月
19
日
か
ら
23
日
ま

で
神
岡
野
球
場
を
主
会
場
に
市
内
18

カ
所
の
野
球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

少
年
野
球
発
祥
の
地「
神
岡
」で
始

ま
っ
た
５
０
０
歳
野
球
大
会
。野
球

を
生
涯
現
役
で
楽
し
む
た
め
に
「
出

場
選
手
は
50
歳
以
上
」「
出
場
９
選

手
の
合
計
年
齢
が
５
０
０
歳
以
上
」

「
選
手
の
交
代
は
何
回
で
も
可
能
」
な

ど
独
自
の
ル
ー
ル
を
設
定
。「
親
父

た
ち
の
甲
子
園
」
と
し
て
野
球
を
愛

す
る
往
年
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
た
ち
に
広

が
り
、
年
々
参
加
チ
ー
ム
が
増
え
る

大
き
な
大
会
に
成
長
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
に
は
、
第
１
回
全
国
大

会
の
開
催
が
決
定
。今
大
会
で
は
、当

市
と
友
好
交
流
都
市
協
定
を
締
結
し

交
流
の
深
い
神
奈
川
県
座
間
市
の
選

抜
チ
ー
ム
と
大
仙
市
の
選
抜
チ
ー
ム

に
よ
る
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
マ
ッ
チ
が

開
会
式
後
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。試

合
前
の
始
球
式
で
は
、
栗
林
次
美
市

長
と
座
間
市
の
遠
藤
三
紀
夫
市
長
が

対
戦
。試
合
で
は
、遠
藤
市
長
が
代
打

で
出
場
す
る
な
ど
大
会
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

　

37
回
目
と
な
る
今
大
会
に
は
全
県

か
ら
過
去
最
多
の
１
８
４
チ
ー
ム
が

出
場
。優
勝
を
か
け
て
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　

決
勝
は
、牛
島
ク
ラ
ブ（
秋
田
市
）と

大
住
ク
ラ
ブ（
同
）の
対
戦
。試
合
は
、

初
回
、
牛
島
ク
ラ
ブ
が
１
点
を
先
取

し
、３
回
に
も
３
点
を
追
加
し
ま
す
。

対
す
る
大
住
ク
ラ
ブ
は
４
回
に
１
点

を
返
す
も
の
の
追
い
つ
か
ず
４
対
１

で
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
。牛
島
ク
ラ
ブ
が

17
年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。

　

市
内
か
ら
は
27
チ
ー
ム
が
出
場

し
、
神
岡
大
浦
ク
ラ
ブ
（
神
岡
）
と
大

曲
ク
ラ
ブ
（
大
曲
）
の
２
チ
ー
ム
が
ベ

ス
ト
４
に
進
出
。惜
し
く
も

決
勝
に
駒
を
進
め
る
こ
と

は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が

市
内
チ
ー
ム
躍
進
の
先
鋒
と
し
て

大
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。
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第37回

全県　　  歳
野球大会
500

野 球 に 燃 え る 親 父 た ち の 甲 子 園

第3
県　　  歳全

野
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【だいせんニューストピックス】

1 2 

3

4

5 6

　10月上旬、市内各地で秋まつりが開催されました。
　10月４日、協和地域の協和ダムで開催された美山湖
フェスティバルでは、釣り体験やイワナのつかみ捕り
など自然を楽しむイベントを開催。また、10日には同
地域のまほろば能楽殿で「Autumn Live in まほろば」が
初めて開催されました。能楽殿に親しんでもらいたい
と同地域の地域活性化推進室が開催したもの。アマチ
ュア落語家・麹家りんりんさんの落語やにかほ市出身
のミュージシャン・ケースケ&マサさんのミニライブ、
昼花火などを行い、訪れた人たちはイベントを楽しみ
ました。
　中仙地域のドンパン広場では、10月17日・18日の両
日第28回ジャンボうさぎフェスティバルが開催され
ました。ジャンボうさぎの品評会のほか、ジャンボう
さぎとの触れ合いやうさぎプレゼントゲームなどの
イベントが行われ多くの家族連れでにぎわいました。
　会場はどこも多くの人が訪れ、秋の自然や稔り、音
楽など思い思いの秋を堪能しました。

各地の秋まつり開催
彩り豊か、各地域の秋まつり

1 2美山湖ダムフェスティバル（10月４日）
34第28回ジャンボうさぎフェスティバル（10月17日・18日）
56Autumn Live inまほろば（10月10日）

　「大曲の花火・秋の章 飯田物語『紅
あか

×黒』」が10月10日
大曲花火大橋上流河川敷で開かれ、さえ渡った秋の夜
空におよそ3,000発の花火が打ち上がりました。４幕構
成で行われた花火大会には約３万5,000人が訪れ、秋の
花火を楽しみました。
　昨年10月、第29回国民文化祭に合わせて開催した「伝
統×挑戦 日本の花火 大曲の花火」が好評だったことか
ら、市、大曲商工会議所、大仙市商工会で策定した「大仙
市花火産業構想」事業の一環として今年から開催を始
めたもの。
　第１幕では、「紅×黒」をテーマとしたスターマイ
ン、第２幕は大曲花火化学工業（有）、（株）小松煙火工
業、（株）北日本花火興業、（株）和火屋ら地元４業者
の若手花火作家による創造花火の競演、第３幕は県内
外の花火作家選抜７人による割物花火の競演、第４幕
はミュージカル「オペラ座の怪人」を花火で物語り、解
説つきで楽しむ劇場型花火と１幕から４幕まで趣向
を凝らした演出で観客を魅了しました。

「大曲の花火・秋の章 飯田物語『紅×黒』」
趣向を凝らした演出で観客を魅了

凝った演出とレベルの高い花火を打ち上げ、第１幕から４幕ま
で飽きさせることなく観客の目を夜空に釘づけにした花火大会
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　大曲地域飯田地区在住のタツノさんは、大正
４年９月21日生まれ。結婚後、６人の子の母と
して稲作を中心とした農業に従事しながら家
族を支えました。
　現在は、息子夫婦と孫１人との４人暮らし。
テレビでの相撲観戦が大好き。健康維持のた
め、家の中で歩行運動をしているそうです。

健康維持のため歩く
伊藤タツノさん

寿
ことぶき

百
ひゃく

歳
さい 在宅で百歳を

迎えられた
皆さんをご紹介します

　大曲エキまつりが10月10日、JR大曲駅西口駅前広
場などで行われました。
　今回で３回目となる祭りは、大曲駅開業111周年と
奥羽本線全線開通110周年を記念して実施したもので
す。高性能除雪車の見学会や鉄道模型の展示・運行の
ほか、大仙市出身の歌手、「結

ゆ

香
か

」さんの歌のステージ
やJR秋田支社竿燈会の竿燈妙技披露、おもてなしコー
ナーでの大曲納豆汁のふるまいなどが行われ、多くの
来場者を楽しませました。

［写真］観客から歓声が上がったJR秋田支社竿燈会の妙技

大曲エキまつり
開業111周年 節目の年に多彩な催し

1 

2 

3

広報見聞録

　稔りの秋を迎えた米どころ大仙市。市内の小学校な
どで児童たちが稲刈り体験をしました。
　９月28日に行われた大曲花火米の稲刈り作業には
四ツ屋小、花館小の５年生と四ツ屋、どれみ保育園児、
大曲農業高校の生徒など約200人が参加しました。刈
り取った稲は精米し、子どもたちが販売体験をするほ
か、ブータン国王に贈られる予定です。
　９月29日に行われた藤木小学校の稲刈り体験には
全校児童や地域の方々、保護者など約100人が参加し
ました。同校の創立140周年を記念し、古代米を植えて
作った田んぼアート文字などを刈り取りました。
　10月１日には太田東小学校で稲刈り作業が行われ、
全校児童と保護者など約170人が参加しました。高学
年が鎌を使って稲を刈り、束ねられた稲を低学年が運
ぶなど、協力してはさがけ作業までを行いました。
　田植えから稲刈り作業までを体験した子どもたち
は、米作りの大切さや収穫の喜びを実感しました。

市内の子どもたちが稲刈り作業
稔りの秋を実感

1 鎌を使って丁寧に稲を刈り取る（９月28日・大曲花火米）
2束ね方を教わりながら稲を束ねる（９月29日・藤木小学校）
3児童と地域の方々が協力して作業（10月１日・太田東小学校）



お便りお待ちしています
「お便り広場」は皆さんのページです。
市政に対する質問・意見など、皆さんの
遠慮のない声をお聞かせください。
宛先はこちら
〒014-8601
だいせん日和「お便り広場」係
住所、氏名、年齢を明記の上、手紙・はがき、
ファクス（0187-63-1119）またはEメール
（kouhou@city.daisen.akita.jp）で送ってく
ださい。Eメールの場合は件名に「お便
り広場」と記入してください。

内訳／　感想18

今回寄せられたのは　18通
10 月号・10 月号お知らせ版へのお便り

広
報
だ
い
せ
ん

お知らせ版だいせん日和
2015

10月
vol.253

Ｏ
ＫＢ Ｏ

だ
い
せ
ん
読
書
の
日

11月の
第１木曜日は

市では、子どもたちが自立
した読書ができるようにな

り、自らが次世代の読書

の支援者となって読書の喜
びを伝えていくことを目指

し、４月に「第２次大仙

市親と子の夢を育む読書活
動推進計画」を策定しまし

た。11月の第１木曜

日を「だいせん読書の日」に
制定し、家族や地域、社会

が一体となった読書

活動を推進します。

DAISEN City Public Relations 2015.10
1

お知らせ版

だいせん読書の日に合わせて、本と出会い、触れ合えるイベントを開催します。

【問い合わせ・申し
込み】 

 大曲図書館 ☎0187-62-1012

○来（らい）ぶらり
フェス！

　読み聞かせや本のカバー掛け講習など本を楽しむイベントです。

◆日時／11月５日（木）午前９時〜午後７時

◆会場／大曲図書館

◆対象／小学１〜３年生の子ども

◆日時／11月７日（土）午前10時〜

◆会場／はぴねす大仙

◆定員／15人

◆参加費／500円（材料費）

◆申込期限／10月31日（土）

◆持参するもの／エプロン、三角巾

○ぶっくdeくっく

　読み聞かせの後、その絵本に出てくるおいしそうな料理を作ってみませんか。

○�大仙っ子読書の
日「11月木黙（いい

つきもくもく）みん
なが読書！みんな

で読書！」

　市内の小・中学校では、図書館と連携して全校読み聞かせやブックトークなど

読書活動を行っています。

【問い合わせ】 教育指導課 ☎0187-63-1111 内線336

各地域の図書館でも読書週間を中心

にイベントを行っています。読書の

楽しさを見つけに、みんなで出かけ

てみませんか。

び	　　　		よ					り

おおきなせなかに	—	夢を乗
せ未

あ

来
す

に羽ばたく元気なまち

だいせん日和 vol.252

2015

10月

特   

集千せ

ん

紫し

万ば

ん

紅こ

う 

華は

な

乱ら

ん

舞ぶ

第
89
回
全
国
花
火
競
技
大
会

広
報
だ
い
せ
ん

た
く
さ
ん
の
お
便
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
紙
面
の
都
合
で
全
て
の
お
便
り
を
掲
載

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

自
治
基
本
条
例
を
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
読
み
ま
し
た
。難

し
い
言
い
回
し
が
な
か
っ
た
の
で
分

か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。私
は
百
年

都
市
大
仙
を
見
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う

が
、
息
子
は
ギ
リ
ギ
リ
間
に
合
う
か

も
し
れ
な
い
の
で
、
良
い
ま
ち
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
曲　
30
代
男
性

国
際
花
火
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

２
０
１
７
年
大
仙
市
開
催
決

定
と
い
う
ビ
ッ
ク
ニ
ュ
ー
ス
の
余
韻

が
冷
め
な
い
う
ち
に
特
集
「
千
紫
万

紅
華
乱
舞
」
が
届
き
ま
し
た
。花
火
を

網
羅
し
た
扇
の
レ
イ
ア
ウ
ト
、割
物
、

創
造
花
火
、大
会
提
供
花
火
な
ど
、ペ

ー
ジ
を
開
く
た
び
に
感
動
が
よ
み
が

え
っ
て
く
る
内
容
。加
え
て
花
火
業

者
の
半は

ん

纏て
ん

を
載
せ
た
ア
イ
デ
ア
な
ど

ま
さ
に
素
晴
ら
し
い
の
一
言
に
尽
き

る
特
集
で
し
た
。

　
西
仙
北　
70
代
男
性

花
火
の
中
で
も
創
造
花
火
が
好

き
で
す
。お
ら
ほ
の
自
慢
だ
な

ぁ
。大
曲
駅
前
に
花
火
玉
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
が
で
き
て
す
ご
く
い
い
で
す
。

協
和　
20
代
男
性

大
曲
の
花
火
は
特
集
の
題
名
の

ご
と
く
素
晴
ら
し
い
で
す
。

神
岡　
30
代
男
性

広
報
を
毎
号
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。２
月
に
大
仙
市
に
引

っ
越
し
て
き
て
か
ら
、
イ
ベ
ン
ト
情

報
な
ど
を
参
考
に
親
子
で
出
掛
け
て

い
ま
す
。特
に
子
育
て
イ
ベ
ン
ト
情

報
に
は
、
未
就
園
の
娘
が
他
の
子
ど

も
た
ち
と
触
れ
合
え
る
イ
ベ
ン
ト
が

載
っ
て
い
る
の
で
、
と
て
も
あ
り
が

た
い
で
す
。今
後
も
、
大
仙
市
の
い
い

と
こ
ろ
や
す
て
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
た

く
さ
ん
教
え
て
く
だ
さ
い
。

協
和　
20
代
女
性

市
議
会
９
月
定
例
会
で
の
大
仙

市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

に
つ
い
て
の
記
事
を
見
ま
し
た
。今

更
で
す
が
、
購
入
額
に
は
驚
く
ば
か

り
で
し
た
。い
ま
だ
に
す
っ
き
り
し

な
い
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

協
和　
50
代
女
性

東
京
ま
で
送
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る「
だ
い
せ
ん
日
和
」。10
月

号
も
楽
し
く
拝
見
し
ま
し
た
。小
さ

い
こ
ろ
か
ら
何
度
も
行
っ
て
い
る「
大

曲
の
花
火
」。今
年
は
残
念
な
が
ら
行

け
な
か
っ
た
で
す
が
、
紙
面
で
迫
力

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。花

火
師
さ
ん
の
半
纏
が
興
味
深
か
っ
た

で
す
。花
火
を
背
中
に
背
負
っ
て
い
る

デ
ザ
イ
ン
が
多
く
、そ
れ
ぞ
れ
の
こ
だ

わ
り
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

東
京
都　
30
代
男
性

今
号
の
特
集
「
千
紫
万
紅
華
乱

舞
」で
は
、
大
会
の
模
様
が
紙

面
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。大
会
運
営
に
携
わ
る
関
係
機
関

の
皆
さ
ん
の
団
結
心
が
花
開
い
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。11
月
号
に
は
、

５
０
０
歳
野
球
大
会
が
紙
面
を
飾
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

大
曲　
70
代
男
性

表
紙
の
花
と
花
火
特
集
が
色
鮮

や
か
で
す
ご
く
良
か
っ
た
で

す
。大
仙
市
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
花

火
の
妖
精「
ま
る
び
ち
ゃ
ん
」と
っ
て

も
か
わ
い
い
で
す
ね
。見
て
い
る
と

笑
顔
に
な
れ
そ
う
で
す
。

神
岡　
40
代
女
性

表
紙
の
花
の
写
真
を
見
て
、心
が

パ
ッ
と
晴
れ
ま
し
た
。大
仙
市

公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
ま
る
び
ち

ゃ
ん
」と
て
も
か
わ
い
い
で
す
ね
。

太
田　
70
代
女
性

毎
年
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
た

北
斗
晶
さ
ん
で
さ
え
、
右
側

乳
房
全
摘
出
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。「
実
費
で
も
毎
年
受
け
な
さ
い
」

と
忠
告
し
て
く
れ
た
医
師
が
い
ま
し

た
が
、今
回
の
北
斗
さ
ん
の
件
で
、市

の
検
診
が
な
い
年
も
受
け
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。

大
曲　
50
代
女
性

今
年
の「
大
曲
の
花
火
」で
の
出

来
事
。近
く
に
い
た
男
女
２

人
組
が
「
大
会
提
供
に
は
自
分
の
払

っ
た
税
金
が
勝
手
に
使
わ
れ
て
い

る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。な
ん
だ
か

せ
っ
か
く
の
楽
し
い
気
持
ち
に
水
を

さ
さ
れ
た
気
分
で
し
た
。ど
う
思
う

か
は
個
人
の
自
由
で
す
が
、
み
ん
な

が
楽
し
ん
で
い
る
場
所
で
言
う
こ
と

な
の
で
し
ょ
う
か
。公
共
の
場
で
は
、

せ
め
て
他
人
に
不
愉
快
な
思
い
を
さ

せ
な
い
気
遣
い
が
ほ
し
い
と
感
じ
ま

し
た
。

一
市
民

18



　

協
和
地
域
船
岡
地
区
で
電
子
部
品

な
ど
に
め
っ
き
加
工
を
行
っ
て
い
る

の
が
東
電
化
工
業
株
式
会
社（
若
泉
裕

明
代
表
取
締
役
社
長
）で
す
。

　

１
９
４
６（
昭
和
21
）年
、東
京
都
目

黒
区
で
創
業
。１
９
８
２（
昭
和
57
）年

に
秋
田
県
の
誘
致
企
業
と
し
て
現
在

地
に
進
出
し
ま
し
た
。

　

め
っ
き
加
工
は
、
金
属
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
物
質
の
表
面
を
金
属
の
薄
い
膜

で
覆
う
技
術
で
す
。同
社
で
は
、主
に

半
導
体
電
子
部
品
や
セ
ラ
ミ
ッ
ク
、
プ

リ
ン
ト
基
板
へ
の
め
っ
き
加
工
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
取
り
扱
う
製
品
は
、
少
し
の
傷
や
汚

れ
が
仕
上
が
り
に
影
響
し
て
し
ま
う
精

密
機
器
。そ
の
た
め
工
場
内
に
は
、製
造

ラ
イ
ン
の
ほ
か
解
析
室
、
実
験
室
を
設

け
品
質
管
理
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。ま

た
、解
析
機
器
は
、メ
ー
カ
ー
と
の
共
同

実
験
な
ど
に
も
活
用
。め
っ
き
加
工
が

難
し
い
と
さ
れ
る
物
質
へ
の
挑
戦
な
ど

さ
ら
な
る
技
術
の
革
新
、
可
能
性
を
広

げ
て
い
ま
す
。取
引
業
者
は
全
国
に
約

70
社
。確
か
で
良
質
な
も
の
づ
く
り

か
ら
、取
引
先
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

　

人
材
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る

同
社
。海
外
で
働
き
、学
ん
で
も
ら
お
う

と
、
研
修
を
兼
ね
た
韓
国
で
の
技
術
指

導
も
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、育
児
休

暇
な
ど
福
利
厚
生
の
充
実
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。人
材
の
育
成
と
定
着
に

力
を
入
れ
、
気
持
ち
よ
く
働
け
る
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い
も
の

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

no.15

めっきのスペシャリスト

だいせんものづくり図鑑

東
あずま

電化工業株式会社［協和］
　製造品目／半導体電子部品などのめっき加工
　従業員数／80人
�

食生活改善推進協議会 ヘルスメイトさんの健康レシピ resipi.69

揚げ鶏とカボチャの
からしあん和え

〜ホクホクのカボチャを楽しもう！〜

① 鶏むね肉を繊維を切りながら３
㎝角に切り、Ａをもみ込む。

② カボチャは種とワタを除き、一
口大に切る。レンコンは縦半分
に切り、８㎜の厚さに切って水
にさらす。

③ 衣を作り、レンコンにつけて揚
げる。

④ 鶏むね肉は片栗粉をつけて揚げ、
カボチャは素揚げにする。

⑤ Ｂを入れた鍋を火にかけ、とろみ
がついたら火を止める。粗熱が
取れたらからしを混ぜ合わせる。

⑥ 揚げた鶏肉、カボチャ、レンコン
と切った青ネギをからしあんで
和え、器に盛りつける。

【作り方】

カボチャ ………………… 300ｇ
レンコン ………………… 200ｇ
青ネギ…………………… 1/3把
鶏むね肉 ………………… 350ｇ
　しょうゆ……………… 大さじ２
　酒 …………………… 大さじ１/ ２

　

　だし汁 …………… １と１/ ２カップ
　薄口しょうゆ ………… 大さじ２
　片栗粉 ………………… 大さじ２
　練りからし…………… 小さじ１
　小麦粉 ………………… 50ｇ
　水 ……………………… 150ml
片栗粉…………………… 適量
揚げ油…………………… 適量


【材料（４人分）】 　　  栄養価／１人分あたり470キロカロリー 食塩2.8g

Ａ

Ｂ

衣

辛さは好みで調整
してくださいね

今月のレシピ当番は中仙支部の皆さんです

DAISEN City Public Relations 2015.1119
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パ
ソ
コ
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ed.or.jp

携
帯
電
話
か
ら http://w

w
w

.om
agari-m

ed.or.jp/i/

大
曲
仙
北
医
師
会
か
ら
の
便
り

※「大曲仙北医師会」は、大仙市、仙北市、美郷町の医師で組織しています
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炎
症
性
腸
疾
患
。小
難
し
い
名
前

の
こ
の
病
気
、
耳
に
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？

　

ど
う
せ
珍
し
い
病
気
な
ん
だ
ろ
う
、

そ
う
思
い
が
ち
で
す
。

　

い
え
い
え
、と
こ
ろ
が
こ
の
疾
患
、日

本
で
は
増
え
て
い
る
の
で
す
。

炎
症
性
腸
疾
患
と
は
、
一
般
に
潰か

い

瘍よ
う

性
大
腸
炎
と
ク
ロ
ー
ン
病

の
二
つ
の
病
気
を
指
し
ま
す
。我
が
国

の
疫
学
調
査
で
は
、
潰
瘍
性
大
腸
炎

の
人
口
10
万
人
あ
た
り
の
有
病
率
は

１
９
９
１（
平
成
３
）年
で
18
・
12
人
で
あ

っ
た
の
に
対
し
て
、２
０
０
９（
平
成
21
）

年
で
は
84・
５
人
と
急
増
し
て
い
ま
す
。

ク
ロ
ー
ン
病
に
お
い
て
は
、
１
９
９
１

年
の
有
病
率
人
口
10
万
人
あ
た
り
５
・

85
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
２
０
０
９
年

に
は
26・３
人
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
大
仙
市
の
人
口
は

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
7
月
時
点
で
約

８
万
５
千
人
で
す
。単
純
に
計
算
す
れ

ば
…
。い
か
が
で
し
ょ
う
、
決
し
て
珍
し

い
病
気
で
は
な
い
こ
と
が
お
分
か
り
い

た
だ
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
疾
患
の
原
因
は
ま
だ
不
明
な

点
も
多
い
の
で
す
が
、
遺
伝
的

要
因
と
と
も
に
腸
内
細
菌
や
食
事
抗
原

と
い
っ
た
環
境
的
要
因
が
関
与
し
て
い

ま
す
。日
本
人
に
増
え
て
い
る
原
因
は
、

こ
の
環
境
的
因
子
、
特
に
食
事
の
欧
米

化
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

主
な
症
状
は
、下
痢
や
血
便
、腹
痛
、体

重
減
少
等
で
す
。ま
た
ク
ロ
ー
ン
病
で

は
、肛
門
病
変
を
伴
う
こ
と
も
多
く
、痔

ろ
う
等
を
契
機
に
発
見
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。治
療
は
内
服
薬
と
栄
養
療

法
が
メ
イ
ン
と
な
り
ま
す
が
、
最
近
で

は
抗TNF-

α
抗
体
と
い
う
注
射
で
の
治

療
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
疾
患
の
特
徴
と
し
て

は
若
年
者
の
発
症
が
多
い
と
い

う
こ
と
で
す
。ク
ロ
ー
ン
病
の
好
発
年

齢
は
10
歳
代
か
ら
20
歳
代
で
す
。潰
瘍

性
大
腸
炎
で
は
20
歳
代
が
発
症
の
ピ
ー

ク
で
す
が
、
幅
広
い
年
齢
層
で
発
症
し

ま
す
。若
い
か
ら
大
丈
夫
、そ
う
言
い
切

れ
な
い
の
が
こ
の
病
気
で
す
。

　

検
査
と
し
て
は
、
採
血
な
ど
も
行
い

ま
す
が
、内
視
鏡
検
査
が
重
要
で
す
。

　

潰
瘍
性
大
腸
炎
は
そ
の
名
の
通
り
、

大
腸
に
の
み
起
こ
る
病
気
な
の
で
大
腸

内
視
鏡
検
査
が
メ
イ
ン
で
す
が
、
ク
ロ

ー
ン
病
は
肛
門
か
ら
口
腔
ま
で
全
消
化

管
で
起
こ
り
得
る
病
気
の
た
め
、
大
腸

以
外
に
も
小
腸
や
胃
の
検
査
も
必
要
で

す
。

　

大
腸
の
検
査
は
苦
手
、恥
ず
か
し
い
、

苦
し
そ
う
、
な
ど
皆
さ
ん
敬
遠
し
が
ち

で
す
が
、
最
近
の
内
視
鏡
関
連
の
技
術

の
進
歩
は
著
し
く
、
苦
痛
を
減
ら
し
つ

つ
精
密
な
検
査
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
も
今
年
６
月
か
ら
最
新
の
高

精
度
拡
大
内
視
鏡
を
導
入
し
ま
し
た
。

ま
た
大
腸
内
視
鏡
検
査
は
全
例
で
苦
痛

の
少
な
いCO2
送
気
装
置
を
用
い
て
行

っ
て
い
ま
す
。

大
腸
の
病
気
は
癌
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。何
か
気
に
な
る
症
状

が
あ
れ
ば
一
度
医
療
機
関
に
相
談
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

Talk about
 “inflammatory bowel disease” 

大曲中通病院内科

高木　亮　科長
大曲上栄町6-4
☎ 0187-63-2131

大曲仙北医師会

潰
かい

瘍
よう

性大腸炎とクローン病

炎症性腸疾患について

20



 

中央（大曲保健センター内／大曲）	
健康増進センター

西部（西仙北庁舎内／神岡・西仙北・協和・南外）
東部（中仙庁舎内／中仙・仙北・太田）

☎0187-62-1015
☎ 0187-62-9301

☎ 0187-75-0476
☎ 0187-56-7211

問い合わせは各健康増進センターへ

健康通信
健康は日々のチェックから

　

市
で
は
、
協
力
医
療
機
関
で
受
診
す
る
子
宮
頸
が
ん
と
婦
人
科
超

音
波
の
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。申
し
込
み
を
し
た
方
に
は
、
受
診

券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
方
で
、
受
診
を
希
望
す
る
場
合
は
11
月

27
日
ま
で
最
寄
り
の
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
各
分
室（
中
央
・
西
部
・
東
部
）

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆ 

対
象
／
昭
和
50
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

◆ 

受
診
料
金
／
１
８
０
０
円

◆
受
診
期
限
／
12
月
30
日（
水
）

◆
内
容
／
問
診
、細
胞
検
査
、超
音
波
検
査

◆ 

持
参
す
る
も
の
／
①
平
成
27
年
度
子
宮
頸
が
ん
検
診
・
婦
人
科
超

音
波
検
診
統
一
受
診
券
ま
た
は
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
（
紛
失
し
た
方
は

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
く
だ
さ
い
）②
健
康
保
険
証
③
受
診
料
金

ま
だ
受
け
て
い
な
い
方
は
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

子
宮
頸
が
ん
、婦
人
科
超
音
波
検
診

医療機関 電話番号

大曲厚生医療センター
（大曲通町8-65）

☎ 0187-63-2111

大曲母子医院
（大曲福住町8-18）

☎ 0187-63-2288

くしま産婦人科医院
（幸町1-53）

☎ 0187-88-8455

佐藤レディースクリニック
（戸蒔字谷地添106-1）

☎ 0187-86-0311

田口医院
（大曲福住町2-5）

☎ 0187-63-1380

◆協力医療機関

※ 市外の医療機関を希望する場合は、健康増進センター各
分室（中央・西部・東部）にお問い合わせください。

※ 休診日や診察時間が変更になるときがあります。事前に
医療機関に確認してください。

　市では、こころの健康についてカウンセリン
グを行う「ほっとスペース」を開いています。今
の気持ちや抱えている問題についてゆっくり
と話していただき、気持ちや問題を整理できる
ように支援します。相談やカウンセリングは、
臨床心理士等の資格を持つカウンセラーが行
います。一人で悩まず「ほっとスペース」に気
軽にご相談ください。
◆相談時間／午前９時30分～午後４時30分
 （土・日、祝日を除く）
◆会場／健康福祉会館（旧仙北組合総合病院跡地）
◆相談料／無料
【問い合わせ・申し込み】
 「ほっとスペース」（大曲通町1-14 健康福祉会館内）
 ☎0187-62-9304※要予約

こころの健康相談・カウンセリング
「ほっとスペース」 電話で予約してください

　氏名、年齢、連絡先、相談内容、居
住地域、相談希望日時などをお知らせ
ください。
※市に住民登録している方が対象です。
※現在、医療機関を利用している方は主治医
と相談の上、承諾を受けてからお越しくだ
さい。

初回面接を行います
　一度、ほっとスペースにお越しいた
だき、相談員が詳しいお話を伺います。
約1時間30分の初回面接の後、面接を
継続するか決定します。相談内容によっ
ては、より適切と思われる専門機関や
施設を紹介することがあります。

相談の後、継続面接へ
　面接は１回50分です。面接の頻度
や相談終了の時期についても、話し
合って決めていきます。

ひとりで悩まずご相談ください
悩みや問題の解決をサポートします

「ほっとスペース」利用の仕方

DAISEN City Public Relations 2015.1121



22

各図書館問い合わせ
大曲図書館　☎0187-62-1012 協和図書館　☎018-892-3830
神岡図書館　☎0187-72-2501 南外図書館　☎0187-74-2130
西仙北図書館☎0187-75-0099 仙北図書館　☎0187-69-3334
中仙図書館　☎0187-56-7200 太田図書館　☎0187-88-1119

図書館情報BOOKs 11月の市長日程
　※日程は変更になる場合があります。

 ２日・月 定例記者会見
 ３日・火 大曲通町地区市街地再開発事業完成

オープニングセレモニー
 ５日・木 大仙市企業連絡協議会 10周年記念

講演会
 ６日・金 大仙市除雪等合同出動式
 ９日・月 県南環境保全センター取締役会
 10 日・火 県・市町村協働政策会議総会
  県知事と市町村長との行政懇談会
 11 日・水 全国市長会理事・評議員合同会議

（～12日・東京都）
 12 日・木 全国歴史資料保存利用機関連絡協

議会全国［秋田］大会（～13日）
 13 日・金 大曲仙北広域市町村圏組合正副管

理者会議
 17 日・火 首都圏企業懇話会（～18日・東京都）
 24 日・火 秋田の原風景を守り継ぐフォーラム
 25 日・水 大仙美郷環境事業組合議会定例会
  大仙美郷介護福祉組合議会定例会
  大曲仙北広域市町村圏組合議会定

例会
 27 日・金 大仙市議会定例会（第１日）
 30 日・月 第 90 回全国花火競技大会委員会・

実行委員会

市長交際費 （９月１日～30日）
摘 要 件 数 金   額
慶 祝 22 179,218 円
協 賛 1 9,936 円
弔 慰 4 50,000 円
合 計 27 239,154 円

※慶祝＝市長等が出席する行事の会費やお祝いなど
※協賛＝各種事業協賛金や各種大会市長賞および副賞 
 　　   など
※弔慰＝行政委員会の委員等、市政に深く関わりのある
　　   方や旧市町村の功労（績）者に対する香典など

■各図書館イベント／
【来（らい）ぶらりフェス !!】大曲 11月５日（木）午前９時～午後７時
【ぶっくdeくっく】大曲（はぴねす大仙）11月７日（土）午前10時～
【おはなし会&ラジオ体操第３】
中仙（中仙市民会館）11月７日（土）・８日（日）午前10時～
【おはなし会】
仙北 11月 14日（土）午前10時 30分～
協和 11月 21日（土）午前10時～
神岡 11月 21日（土）午前11時～
西仙北 11月 28日（土）午前10時～ 11時
【絵本となかよし会】中仙（うさちゃんひろば）11月13日（金）午前10時30分～
【どんぐり文庫 おはなし会】太田（敬愛館）11月21日（土）午前９時30分～11時
■大曲図書館企画展／雑誌等リサイクル（保存期間の過ぎたもの）
期間／11月３日（火）から30日（月）まで
時間／午前９時～午後７時
■各図書館休館日／【11月】▼２日＝大曲、神岡、南外、仙北、太田▼２～４日＝
中仙（資料整理期間）▼４日＝西仙北▼24～ 26日＝仙北（資料整理期間）▼30日＝
協和【12月】▼１日＝大曲、神岡、南外、太田▼２日＝西仙北▼７日＝中仙、仙北

ブックスタートボランティア募集
赤ちゃんに絵本の読み聞かせをするブックスタート
ボランティアを募集しています。
興味のある方は、大曲図書館にご連絡ください。

中仙図書館のおすすめ
「幻のラジオ体操第３」

安西将也／著　井上辰樹／体操指導
（KADOKAWA）

　「ラジオ体操第３」をご存知ですか？歴史から
失われた第３は、著者と体操指導の方の尽力で約
70年ぶりに復活しました。本書では、写真と分か
りやすい解説で体操の動きを学ぶことができます。簡単な動きから始
まり、徐々に大きな動きへと続き、実際に体を動かしてみると程よく体
が温まり、動いた後には心も体もスッキリします。
　このほか、復活のきっかけとなった経緯や体と心を元気にする効果
など、興味深い記録も掲載されています。「幻のラジオ体操第３」のCD
もありますので、あわせてご利用ください。　　　　  〈中仙図書館所蔵〉

10月11日に行われた「四ツ屋まつり」を訪れ、まつ
りの運営に携わる地元の若者メンバーと記念撮影
をする栗林市長（写真前列中央）

ここで紹介する以外にもたくさんの本が入っています。
希望する本がない場合は、図書館職員に声を掛けてください。
市内の各図書館のほか、県立図書館からも取り寄せます。11月

新着図書
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中央（大曲庁舎／大曲・四ツ屋・花館地区）
 ☎ 0187-63-1111内線 169
東部（中仙庁舎／中仙・仙北・太田）
 ☎ 0187-56-7125

西部（西仙北庁舎／神岡・西仙北・南外）
 ☎ 0187-87-3970
協和（社会福祉協議会協和支所／協和）
 ☎ 018-892-3838

南部（社会福祉協議会本所／
大曲・内小友・西根・藤木・角間川地区）
 ☎ 0187-88-8030

介護予防に関する問い合わせ相談は各高齢者あんしん相談室（地域包括支援センター）へ

介護を必要とせずに、元気に高齢期を過ごすために
♥♥♥♥♥♥♥♥いきいき広場

介護保険事務所
 からのお知らせ

より良い介護サービスの確保
地域密着型サービス事業所の公募を実施します

【問い合わせ・申し込み】
 大曲仙北広域市町村圏組合
 介護保険事務所（市役所仙北庁舎内）
 ☎0187-86-3913 ℻0187-86-3914

事業の種類 整備年度
看護小規模多機能型居宅介護
（旧複合型サービス） 平成28・29年度
定期巡回・随時対応型訪問介護看護

　大曲仙北広域市町村圏組合では、介護保険事業計画に基づき、地域密着型サービス事業所の基盤整備を進めて
います。より優良な介護サービスを確保するため、公正に事業所を選定・指定する公募を実施します。

◆応募要件／次の全てを満たす法人
○設置主体が法人であること
○整備年度内に事業を開始できること
○介護保険法第78条の２第４項各号に該当しないこと
○公募に関する説明会に参加できること
◆公募する地域密着型サービス／

◆説明会日時／12月４日（金）午前10時～
◆会場／市役所仙北庁舎３階大会議室
◆申し込み方法／法人名、参加者名、電話番号、開設を
希望する事業名、開設予定時期、開設予定地を記入の
上、ファクスで申し込みください。
◆申込期限／12月１日（火）午後５時
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あじさいコーラス
第25回定期演奏会
◆日時／11月21日（土）午後１時30
分開演（午後１時開場）
◆会場／仙北ふれあい文化センター
◆入場料／無料
【問い合わせ】
	 あじさいコーラス中野さん
	 ☎080-1846-4043

講座の活動を舞台で披露
ペアーレ大仙フェア2015
◆日時／11月15日（日）午前10時〜
午後３時
◆会場／大曲市民会館・大ホール
◆入場料／無料
【問い合わせ】
	 ペアーレ大仙	☎0187-63-8600

大仙・仙北切手趣味の会
第19回切手展
◆期間／11月17日（火）から12月４
日（金）まで
◆時間／午前９時〜午後４時
◆会場／産業展示館（月曜休館）
【問い合わせ】
	 女性センター	☎0187-62-1713

新そばと新米祭り
余目収穫祭・味覚交流会
◆日時／11月１日（日）午前11時〜
午後２時
◆会場／余目直売所（内小友余目）
【問い合わせ】
	 余目いきいき会議協議会
	 加藤さん	☎0187-68-2650

県内経済や相続税などを学ぼう
くらしとお金の講座
◆日時／11月20日（金）

午後１時〜３時30分
◆会場／大曲交流センター
◆定員／50人
◆参加費／無料
◆申込期限／11月16日（月）
【問い合わせ・申し込み】
	 秋田県金融広報委員会
	 事務局	☎018-824-7814

社会福祉法人あけぼの会
地域生活応援セミナー
　言語聴覚士による言葉のリハビ
リに関する講演を行います。
◆日時／11月７日（土）

午後２時〜３時
◆会場／歩行と言葉のリハビリ空
間なごみ（大曲栄町13-38）
◆参加費／無料
◆申込期限／11月６日（金）
【問い合わせ・申し込み】
	 介護老人保健施設なごみのさと
	 ☎0187-86-0511

ものづくりを楽しもう
エコクラフト手芸教室
◆期日／毎月第２、第４土曜日
◆時間／午後１時30分〜４時30分
◆会場／サンクエスト大曲
◆定員／10人
◆受講料／1,500円（別途材料費）
◆申込期限／11月６日（金）
◆講師／西村俊子さん（クラフトバ
ンドエコロジー協会認定講師）
【問い合わせ・申し込み】
	 西村さん	☎080-1687-5068

見つめ直そうお金や財産
生活力を高める講座
◆期日・内容／
①11月17日（火）「お金がたまる家
計簿講座」②11月27日（金）「住宅
ローンと生命保険の見直し講座」
③12月３日（木）「終活講座・私の
エンディングノート」
◆時間／①・②午後６時30分〜③
午後１時30分〜（各回２時間程度）
◆会場／

仙北ふれあい文化センター
◆定員／各回40人
◆受講料／無料
◆講師／高橋徹さん（ファイナンシ
ャルプランナー）
【問い合わせ・申し込み】
	 仙北ふれあい文化センター
	 ☎0187-69-3333

あきたエコマイスター県南協議会
施設見学会
　大仙・美郷クリーンセンターな
ど環境に関する施設を見学します。
◆日時／12月10日（木）午前９時30
分〜午後３時ごろ
◆集合場所／JR大曲駅東口
◆集合時間／午前９時
◆参加費／100円（あきたエコマイス
ター県南協議会会員は無料）
◆申込期限／11月22日（日）
【問い合わせ・申し込み】
	 戸嶋さん	☎080-4515-9558

仙北吹奏楽団
40周年記念演奏会
◆日時／11月22日（日）午後１時30
分開演（午後１時開場）
◆会場／中仙市民会館（ドンパル）
◆入場料／500円

（小・中学生、高校生300円）
【問い合わせ】
	 仙北吹奏楽団	伊藤さん
	 ☎090-5838-1963

家族で聞こう
第12回いのち・愛の朗読会
◆日時／11月25日（水）午後１時開
演（午後０時30分開場）
◆会場／大曲市民会館・小ホール
◆入場料／無料
【問い合わせ】
	 大曲朗読の会	三浦さん
	 ☎0187-63-0382

歌いながらフラを楽しみましょう
フラサークル・マハロ（歌謡フラ）
◆期日／毎月第２火曜日
◆時間／午後２時〜３時30分
◆会場／はぴねす大仙
◆参加費／800円
◆講師／小西万亀子さん
【問い合わせ・申し込み】
	 小西さん	☎090-7662
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期間を延長して募集します「地域提案型自治会等雪対策モデル事業」
地域提案型自治会等雪対策モデル事業の募集を12月 28日まで延長します。対象や交付申請など詳細は「だいせん
日和」９月号お知らせ版３ページをご覧ください。【問い合わせ】まちづくり課 ☎ 0187-63-1111 内線 236・237

自衛官候補生・
陸上自衛隊高等工科生徒募集
○自衛官候補生
　�応募資格／平成元年４月２日か
ら平成10年４月１日までに生ま
れた男性の方

※高校卒業見込み含む
　試験期日／11月22日（日）
　試験会場／

陸上自衛隊秋田駐屯地
　申込期限／11月20日（金）
○陸上自衛隊高等工科学校生徒
　�応募資格／平成11年４月２日か
ら平成13年４月１日までに生ま
れた男性の方

※中学校卒業見込み含む
　試験期日／平成28年１月23日（土）
　�試験会場／大曲交流センター
　申込期限／平成28年１月８日（金）
【問い合わせ・申し込み】
	 自衛隊秋田地方協力本部
	 大仙地域事務所	☎0187-63-1313

相続税や所得税に関する相談
税理士による無料相談会
◆日時／11月15日（日）

午前10時〜午後３時
◆会場／サンクエスト大曲
【問い合わせ】
	 東北税理士会大曲支部
	 ☎0187-62-1850

テーマは「私の一枚」
第11回ブランカ作品募集・展示会
◆応募資格／中学生以上の女性
◆応募規定／未発表の写真で、四
ツ切りまたは四ツ切りワイド
◆応募方法／作品の裏面に郵便番
号・住所・氏名・タイトル—を貼り
届けてください。
※応募者全員に参加賞贈呈
◆応募期限／12月15日（火）
◆作品展示期間／平成28年１月５
日（火）から26日（火）まで
◆会場／ギャラリー「カフェ・ブ
ランカ」（大曲中通町3-16）
【問い合わせ・申し込み】
	 ブランカ	三浦さん
	 ☎0187-62-0558

虐待と思ったらすぐお電話を
11月は児童虐待防止推進月間

　身体的・性
的・心理的虐
待やネグレク
ト（育児放棄・
養育放棄）など、
児童虐待は社
会全体で解決

すべき問題です。虐待かもしれない
と思ったときはすぐにお電話をく
ださい。連絡者や内容などの秘密
は守られます。
【問い合わせ・連絡】
　児童相談所全国共通ダイヤル
　☎189（いちはやく）
　大仙市福祉事務所（大曲庁舎内）
　☎0187-63-1111内線168・185

みんなのつながる場
ひだまり交流サロン
◆日時／11月17日（火）

午後１時〜３時
◆会場／大曲交流センター
◆参加費／100円
◆内容／県療育センター副所長の
室岡守さんによる「不安と孤独」と
題した講演。参加者同士の語り合い。
【問い合わせ】
	 ひだまり	☎080-1819-5322
	 （午前11時30分〜午後２時）冬場の運動不足解消に

室内ソフトテニス教室
◆期日／11月10日から平成28年３
月29日までの毎週火曜日
◆時間／午後１時〜３時
◆会場／大曲体育館
◆参加費／4,000円（体育館使用料等）
【問い合わせ・申し込み】
	 大曲体育館
	 ☎0187-63-1122

自慢の「のど」が大集合
第22回協和カラオケ発表大会
◆日時／11月15日（日）午前９時30
分開演（午前９時開場）
◆会場／協和市民センター（和ピア）
◆入場料／無料
【問い合わせ】
	 協和カラオケ同好会
	 村井さん	☎090-4636-0863

はつらつ運動で汗をかこう
西仙北ニュースポーツ祭り
◆期日／11月21日（土）
◆時間／①【午前の部】午前10時30
分〜11時30分
②【午後の部】午後２時〜４時
◆会場／西仙北スポーツセンター
◆定員／①・②各40人
◆参加費／300円（子ども100円）
※事前に申し込みが必要です。
◆内容／①高齢者対象の筋力トレ
ーニングなど②ニュースポーツ教
室、ソフトエアロビクス
【問い合わせ・申し込み】
	 西仙北スポーツセンター
	 ☎0187-75-0552

死亡事故が２件発生しています
交通事故に注意しましょう！
　10月中に、２件の交通死亡事故
が大仙警察署管内で連続して発生
しました。（10月23日現在）「事故
を起こさない、遭わない。」の意識
をもって事故防止に努めましょう。
○歩行者は
　	夕暮れ以降に外出するときは、
明るい服装で反射材を身に付け
ましょう。
○運転手の方は
　	慣れた道でも、スピードを抑え
て前方の安全確認をしっかりし
ましょう。

【問い合わせ】
　大仙警察署	☎0187-63-3355
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大仙市の行事予定
11月1日 日 ～16日 月

【問い合わせ】 
 まるこのひろば（大花都市再生住宅１階）☎ 0187-63-2544

日時 事業名
６日（金）
13:30～ 歌と踊り♪民謡秋田おばこ

21日（土）
13:30～ みんなで歌おう

　未就園の子どもを対象にしたイベントをお知らせします。

ひろば名 日時 事業名

まるこのひろば
※水曜日を除く週６日開設

☎0187-63-2344
（大花都市再生住宅）

２日（月）
9:30～

月例身体測定
（午前中のみ）

５日（木）
10:30～ 楽しく歯磨きしましょう

14日（土）
10:30～ 谷先生の絵本となかよし

17日（火）
10:30～ 親子で一緒に３Ｂ体操

27日（金）
10:30～

誕生会
（11月生まれの子）

つなっこひろば
※木・金・土曜日開設
☎080-8214-8159

（西仙北中央公民館）

７日（土）
10:30～

今日のお買い物は・・
（お買い物ごっこを楽しむ）

21日（土）
10:30～

お誕生日会
（11月生まれの子）

うさちゃんひろば
※水・木・金・土曜日開設
☎080-2845-9267

（中仙市民会館（ドンパル））

13日（金）
10:30～

絵本となかよし会
（読み聞かせボランティア「ほたるの会」）

20日（金）
10:30～ エプロンシアターを楽しもう

○休日救急医療（日曜日・祝日・年末年始）
　■医療機関／大曲厚生医療センター ☎ 0187-63-2111
　■時間／午前９時～午後３時
○小児救急診療（日曜日）
　■医療機関／大曲厚生医療センター☎ 0187-63-2111
　■時間／午前９時～午後３時
○休日歯科当番医
　■医療機関／行事予定表の　を確認してください
　■時間／午前９時～正午
※ 休日歯科当番医は変更になる場合があります。受診前に電話で確
認してください。

歯 

木5

金13

金6

日11／1
歯  岡田歯科医院（美郷町）☎ 0187-84-4108

大仙美郷クリーンセンター休日開場日
■午前８時30分～午後４時30分
■【家庭系ごみ】66円／ 10㎏【事業系ごみ】133円／ 10㎏

E INFO.EV   NTS
月の高齢者生活相談所イベント情報11

E INFO.EV   NTS
月の子育てイベント情報11

月16
協和地域行政相談■午前９時～正午■協和公民館峰吉川分館
太田地域行政相談■午前９時～正午■太田庁舎市民相談室
大曲地域行政相談■午前10時～正午■大曲交流センター２階教材室
西仙北地域行政相談■午前 10 時～正午■土川地区公民館
南外地域行政相談■午前10時～正午■南外コミュニティセンター
協和地域行政相談■午後１時～４時■協和市民センター（和ピア）

火10
月9

結婚応援無料相談会▶P.11
■午後２時～、午後２時45分～、午後３時30分～
■市民活動交流拠点センター（Anbee大曲２階）※申込者のみ

民俗芸能フェスティバル
■午後２時開演■仙北ふれあい文化センター

歯  高橋歯科医院（大曲）☎ 0188-62-5058

日8

○体操教室…毎週月曜日（祝日を除く）午前10時～ 、午後１時30分～
○まるこさわやか教室…毎週木曜日（祝日を除く）午後１時30分～

開催場所
（問い合わせ・申し込み） 日時 事業名 申込期限

サンクエスト大曲
大曲子育て
支援センター
☎0187-62-5733

５日（木）
10:00～ ごっこ遊びを楽しもうⅠ ２日

（月）
19日（木）
10:00～

ごっこ遊びを楽しもうⅡ
お誕生会

17日
（火）

12月３日
（木）
10:00～

リズム遊びをしようⅠ 12月１日
（火）

大曲交流センター
大曲子育て
支援センター
☎0187-62-5733

26日（木）
10:00～ 絵本ライブ 24日

（火）

すくすくだけっこ園
☎0187-72-2244

11日（水）
9:30～

ごっこ遊びを
しましょう！！

10日
（火）

みつば保育園
☎0187-87-7130

21日（土）
９:30～

お店やさんごっこを
楽しもう なし

なかせんワイワイ
らんど

☎0187-56-4139
17日（火）
9:30～

楽しく歯みがきを
しましょう！
歯科衛生士の講話

なし

協和保育園
☎018-892-3426

21日（土）
10:00～

歌ったり、踊ったり
しよう！

20日
（金）

つきの木こども園
☎0187-73-1088

20日（金）
9:30～ 木の実みつけた！ なし

せんぼくちびっこ
らんどわかば園
☎0187-63-1143

18日（水）
9:30～

のびのび一緒に
運動遊び

（遊戯室で遊ぼう！）
なし

おおたわんぱくランド
すくすく園

☎0187-86-9110
25日（水）
10:00～

クリスマス飾りを
作って遊ぼう！ なし

（ （

（ （

水11
ひだまり出前コーヒーサロン
■午後１時～３時
■市民活動交流拠点センター（Anbee 大曲２階）（100 円）

水4 認知症の方と家族の集い「たんぽぽの会」
■午前 10 時～ 11 時 30 分■大曲交流センター

日15
歯  城南堂歯科医院（仙北市）☎ 0187-54-3678

大仙市人権啓発講演会
「絆の大切さ〜いのちはひとつにつながっている〜」
■午後１時 30 分～■中仙市民会館（ドンパル）

月2 税に関する習字・作文コンクール入賞作品展示（～13日）
■イオンモール大曲２階「登美屋」前展示ホール▶ P. ９

土14 税に関する習字・作文コンクール入賞作品展示（～20日）
■市民活動交流拠点センター（Anbee 大曲２階）▶ P. ９

火3
文化の日 ひだまりコーヒーサロン■午後１時～３時■大川西根公民館（100円）

大曲通町地区市街地再開発事業完成オープニングイベント
■午前 10 時～午後６時■南街区広場、南街区内各施設▶ P.12

土7
旧池田氏庭園払田分家庭園ライトアップ
「晩秋のファンタジーナイト」（〜８日）▶ P.28
■午後４時 30 分～７時 30 分■旧池田氏庭園払田分家庭園

木12

大仙市鮭ふ化放流 120周年記念事業
さかなクンの「ギョギョッとびっくりサケの不思議」
■午後２時～■大曲体育館▶P.10
全国歴史資料保存利用機関連絡協議会全国 [秋田 ] 大会
記念講演
■午後２時 10分～３時 10分■大曲市民会館・大ホール▶P.10
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旧
池
田
氏
庭
園
払
田
分
家
庭
園
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

晩
秋
の

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ナ
イ
ト

赤
や
黄
色
の
葉
を
ま
と
っ
た
庭
園
の
木
々
。

錦
秋
の
庭
園
が
明
か
り
で
照
ら
さ
れ
、

秋
夜
に
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

今
宵
、幻
想
的
な
光
景
に
包
ま
れ
な
が
ら

晩
秋
の
庭
園
を
巡
り
ま
せ
ん
か
。

【問い合わせ】 商工観光課 ☎0187-63-1111 内線273

大曲納豆汁、大曲カレー旨
うーめん

麺、だまこ汁の出店があるほか、
サックス（７日）とフォルクローレ（８日）のライブを行います。

入場無料

旧池田氏庭園払田分家庭園（払田字真山１）

（pm7:00最終入場）4:30〜7:30pm

Sat.11.7 Sun.8―

今日も〝だいせん日和〟担当者コラム

人　口 85,588 人     （- 114）

　男 40,093 人     （-  64）

　女 45,495 人 （- 50）

世帯数 31,188 世帯    （- 21）

出　生 49 人
死　亡  116 人
転　入  135 人
転　出  182 人

9/30現在※（ ）内は前月比

人口増減内訳

●編 集 発 行 秋田県大仙市企画部総合政策課	☎0187（63）1111（代表）
〒 014-8601　秋田県大仙市大曲花園町１番１号

●発 行 日 毎月２回（１日・16日）
●印 刷	 株式会社	仙北印刷所
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だ
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せ
ん
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い
せ
ん
日
び和 よ

り
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11 月

号
vol.254

だ
い

せ
ん

日
和

は
毎

月
１

日・16 日
発

行
お

お
き

な
せ

な
か

に
—
夢
を
乗
せ
未 あ来 すに

羽
ば
た
く
元
気
な
ま
ち

先
日
、親
子
４
人
で
散
歩
に
出
掛
け
ま
し
た
。広
報

６
年
目
。今
ま
で
、休
日
は
取
材
、平
日
は
広
報
の

編
集
で
帰
る
と
み
ん
な
夢
の
中
。と
い
う
よ
う
に
、

あ
ま
り
家
に
い
な
い
私
…（
苦
笑
）。で
も
そ
の
日

は
、久
し
ぶ
り
に
休
日
を
親
子
そ
ろ
っ
て
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
▼
散
歩
中
、田
ん
ぼ
脇
の
川
で

魚
を
探
し
た
り
、広
場
の
芝
生
に
寝
転
が
っ
た
り
。

帰
っ
て
か
ら
は
家
で
の
ん
び
り
。何
か
特
別
な
こ

と
を
し
た
わ
け
で
も
な
く
、た
だ
同
じ
時
間
を
過

ご
し
た
だ
け
。
何
げ
な
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、と
て
も
貴
重
で
楽
し
い
一
日
で
し
た
▼
10
月
21

日
、こ
の
コ
ラ
ム
を
書
き
終
え
る
と
編
集
も
最
終

段
階
。
あ
と
一
息
で
す
。明
日
は
次
男
の
誕
生
日
。

も
う
ひ
と
踏
ん
張
り
し
て
明
日
は
早
く
帰
ら
な
い

と
。一
瞬
一
瞬
の
積
み
重
ね
が
時
間
と
な
り
一
日
と

な
り
、
そ
し
て
一
年
に
。何
気
な
い
日
常
、
そ
し
て

〝
時と

き

〞が
ど
れ
ほ
ど
大
切
な
の
か
を
あ
ら
た
め
て
感

じ
た
、と
あ
る
休
日
の
出
来
事
で
し
た
。　
　
（
け
）


